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まえがき 
 

【特集・ペンタトニックの広がり３】 
 
本誌７，８号，そしてこの 10 号も，特集は「ペンタトニックの広がり」である。「ド・

レ・ミ・ソ・ラ」を構成⾳とするペンタトニックがどのようにさまざまな⾳楽に広がっ
ているのかを，またそれを教材化するためのアイディアを，それぞれの⾳楽の専⾨家に
書いていただいた。 

 
10 号の実践としては，明治以来の⾳楽教育に⽋かすことのできない⻄洋⾳楽のペンタ

トニックをもとにした実践が，２つ取り上げられている。⼀つは教科書にも⻑年掲載さ
れ，⽇本⼈なら誰もが知る「蛍の光」，もう⼀つは讃美歌として知られる「アメイジング・
グレイス」である。 

「蛍の光」，こんなに普遍的に知られている曲をもとに，⾳楽づくり/創作の授業が可
能なのだろうか。そんな私の⼼配をよそに，「蛍の光」の授業ではこの曲のルーツである
スコットランドのバグパイプ演奏家が授業に登場し，⼦どもたちがつくったペンタトニ
ックのメロディーにドローンの伴奏を⼊れて演奏してくれた。それは⾳量としても⾳⾊
としても，メロディーとの対し⽅としても，たぶん⼦どもたちにとっては聴いたことの
ない⾳であり，それが⾃分たちのつくったメロディーと重なる瞬間であった。 

 
もう⼀つの「アメイジング・グレイス」の授業では，⽣徒たちはこの曲のメロディー

とペンタトニックの特徴を⽣かしながら，ソング・メーカーで伴奏をつくっていった。 
これは本誌では数少ない中学校での「創作」に関わる授業であった。本誌だけではなく，

中学校での「創作」は，私が知る限りまだそれほど多く⾏われていないのではないかと
思う。そもそも「創作」とは何か，⼩学校の「⾳楽づくり」や⼀般的な「作曲」とはどこ
が違うのか，いわゆる“Creative Music-making”とどのように関連があるのか，それらを
問うことは私たち⾳楽教育に関わるものがこれから考えていくべき⼤きな課題であり，
そこに中⾼での「創作」の意味が⾒えてくるのではないかと考える。この授業はそんな
中⾼における「創作」の可能性に，⼀つの道を開いたのではないかと思われる。 
 この「アメイジング・グレイス」の授業を授業実践した中学校の校⻑先⽣が参観して

くださっていた。私にとってはそれだけでも嬉しいことであったが，校⻑は授業の途中
で突然教壇に⽴ち，⽣徒たちの演奏に合わせて，素敵な声で⼀緒に歌を歌われた。⽣徒
たちは驚愕し，喜びに包まれながら演奏を続けたのである。 
 

 最後に「メヌエット」について。これはペンタトニックではなく，７⾳⾳階（ダイアト
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ニック）をもとにした授業である。⼩学校の教科書では⻑年メヌエットが複数取り⼊れ
られてきたが，これらもやはり７⾳⾳階のものがほとんどである。私は⻑年，⾳楽づく
りではダイアトニックでの活動を避けてきていた。⾮和声⾳ができてしまい，私の⽬指
す「間違いのない⾳楽づくり」「誰にでもできる⾳楽づくり」になりにくいからである。 
実は「メヌエット」で授業をしてみたら？ と提案してくれたのは，イギリス⼈のヴァ

イオリニストで，ワークショップ・ファシリテーターのマイケル・スペンサーさんであ
った。なぜ「メヌエットを選んだのか」それを彼は本誌「メヌエット」の章の
Adviser/Supporter のコーナーに書いてくれている。彼は授業の前に私たち教員を中⼼
にメヌエットのステップを取り⼊れた⾳楽とダンスのワークショップをしてくれ，それ
をもとに参加者の⼀⼈であった村上先⽣が，授業をされたのである。彼はもともとはロ
ンドン・シンフォニー・オーケストラ所属のヴァイオリニストで，ちょうど⽇本に滞在
していた時期でもあり，この授業を参観しただけでなく⾃ら授業に参加し，すばらしい
ヴァイオリンの⾳で⼦どもたちのつくった⾳楽を⽀えてくれた。 
彼から教わったメヌエットの６拍１周期のステップは，単に３拍⼦ではないメヌエット

の新たな捉え⽅を私たちに体験させてくれるものであった。そしてメヌエットといえば
単に「鑑賞」することが多かった⽇本の⾳楽の授業に，本来の舞踊曲のメヌエットを持
ち込んでくれたのである。 
⼦どもたちはグループになって⾃分たちのメヌエットのメロディーをつくり打楽器で

伴奏も加えながら，その上でダンスを踊った。間違いの起こりにくい（⾮和声⾳になり
にくい）ペンタトニックと違い，ダイアトニックでの⾳楽づくりに，授業ではどんな⽅
策が取られただろうか，楽しみにご覧いただきたい。 
この授業のサポーターにはバロックダンスのダンサーも参加し，体育館は華やかな彩り

に包まれた。 
 

 
 

坪能由紀⼦ 
「新しい⾳楽教育を考える会」代表 

「⾳楽の授業づくりジャーナル」10 号編集代表 
 

問い合わせ先 
公式ウェブサイト https://www.icme.jp 

(お問い合わせフォームよりご連絡ください) 
 



実践報告
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ほたるの光 をもとに旋律をつくろう 

松本市立開智小学校  深澤 幸江 

聖徳大学  髙松 晃子 

バグパイプ演奏家  山根 篤 

飯田市立三穂小学校  小町谷 聖 
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１．題材の目標 

知識・技能 思考•判断•表現 主体的に学習に取り組む態度 

○『蛍の光』の旋律をもとに、

条件にしたがって音を選んで、

まとまりのある旋律をつくる

技能を身に付ける。 

○バグパイプの音色や音楽の特

徴が生み出す曲や演奏のよさな

どを見いだしながら聴いたり、音

色や奏法に関心をもって旋律づ

くりに生かそうと思いや意図を

もったりする。 

○『蛍の光』の音階に興味・関心

をもち、音の動きを考えて旋律を

つくる学習に進んで取り組む。 

○バグパイプの楽器の特徴を聴

き取り、友達と協働して旋律をつ

くる学習に進んで取り組む。 

 

 

2．題材の意義（求める内容） 3. 育てたい児童の姿 

この題材を通して、『蛍の光』の旋律に関心をも

ち、五音でさまざまな旋律をつくるとともに、サ

ポーター（ゲストティーチャー）のバグパイプの

生演奏を聴き、楽器の特徴から発想を得て、音楽

づくりに生かせるようにしたい。 

○つくった旋律をよりよくしようと、友達と協働

してつくったり聴いたりする姿。 

○おそらく生涯で初めて出会う「バグパイプ」に

興味関心をもち、その音色を聴くことを通して、

さまざまなことに気付く姿。 

 

学習指導案 

第４学年「『ほたるの光』をもとに音楽をつくろう」 
                     歌唱教材：『ほたるの光』 

鑑賞曲：バグパイプによる演奏『スコットランドザブレイブ』 
『アメージンググレイス』『蛍の光』『子どもたちがつくった旋律』 

実施日 令和４年１２月５日 
松本市立開智小学校 第４学年 

授業者   深澤 幸江 
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４．教材について 
【歌唱教材『ほたるの光』について】 

「蛍の光」は、明治１５年、日本初の音楽教科書『小学唱歌集 初編』に掲載された唱歌である。原曲

は、スコットランド民謡「オールド・ラング・サイン」。作詞者は、東京師範学校で和文・国史を教えて

いた稲垣千頴である。本題材では、この曲が「ドレミソラ」の五音でできていること、「タータ」の付点

四分音符と八分音符のリズムが特徴的なことなどをもとに旋律づくりのルールを決め、取り組んだ。 

【鑑賞曲について】 

・『スコットランドザブレイブ』『アメージンググレイス』…いずれもバグパイプの代表的な曲。 

・『蛍の光』 

・『子どもたちがつくった旋律』…事前に楽譜にして、サポーターに渡しておいた。 

 
５．事前・事後の指導と本時の指導（全４時間） 
（１）事前の指導と実際 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

○『ほたるの光』の歴史を知

り、歌う。 

○昨年、「ミソラ」「ラドレ」

の五音音階でおはやしをつく

ったことを想起し、『ほたるの

光』とおはやしの共通点に気

付く。 

○旋律づくりの４つのルール

を知り、タブレット端末で４

小節の旋律をつくる。 

○いくつかつくった旋律の中

から２つ選んでつなげて、８

小節の旋律にする。 

○「聴いたことはあるけどよく

知らない」という児童がほとん

どだった。 

○唱歌集の写真を見て、３番や

４番の歌詞があることに気付い

て驚いていた。 

○共通点については 

・繰り返しがある 

・ドの音が多い 

・５つの音しかない 

などが出された。 

○タブレット端末でつくった旋

律を、鍵盤ハーモニカで演奏す

ることにしたが、再現すること

が難しそうな児童も多かった。 

○旋律づくりのルールは以下の

４つを示した。 

・始まりの音は「ドかソ」終わ

りの音は「ド」にする。 

・音の飛び方は、となりの音

か、一つ飛んでとなりの音にす

る。 

・タータ（付点４分音符）のリ

ズムを、必ず使う。 

・低いド～高いドの間の音を使

う。（ドレミソラド） 

○「SONG MAKER」を使い、楽譜

を書かなくても記録ができるよ

うにした。 
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（２）本時 
 

 

（３）今後の指導 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

○自分がつくった旋律の発表

をする。 

○発表会では、タブレット端末

と鍵盤ハーモニカの、どちらで

発表してもよいことにした。 

○友達のつくった旋律に関心を

寄せ、熱心に聴いていた。 

○バグパイプの「ドローン」の

代わりに、電子オルガンで持続

音「ド」を流した。また、子ど

もと子どもの発表の間に『蛍の

光』の最初の８小節を弾き、全

員の発表が一つの曲となるよう

にした。 

○一人ひとりの旋律の良いとこ

ろを伝え、価値付けした。 

  

環境づくり 

・S のステー ジ配置 

・S に児童の つくった

旋律を演奏してもらうた

め の楽譜準備 

・バグパイプの大きな音

に驚く可能性のある児

童への配慮 

 

声かけ・発問・指示 

・児童の気付きや思い

を尊重する声かけ 

・二人一組で活動する

ときのペア作り 

・児童がつくった旋律の

価値付け 

高松晃子 

・スコットランド音楽、バグパイプについての

知識伝達 

・S（演奏家）の紹介 

・T 及び S への助言 

・見守り 

 

山根篤（バグパイプ） 

山根京子（スネアドラム） 

・鑑賞曲の演奏 

・バグパイプの紹介 

・児童が疑問に思ったこ

とへの説明 

・児童がつくった旋律を

バグパイプで演奏するに

あたり、変えた部分の説

明 

・児童が旋律をつくる場

面でのアドバイスや模範

演奏 
・鑑賞曲を聴いて、気付きやよさについて述

べる。 

・ペアになって、鍵盤ハーモニカで「ドローン」

を担当、旋律を担当に分かれて演奏してみ

る。 

・装飾音を入れたり伸ばす音を入れたりして、

自分の旋律をアレンジしたり、新しくつくったり

する。 
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松本市立開智小学校 教諭  深澤 幸江 

「『ほたるの光』をもとに音楽をつくろう」 
 

1. 本題材をふり返って 

1-1. 『蛍の光』との出会い 

『蛍の光』を CD で聴いた児童の反応は「な

んか聴いたことあるけど…」というものだっ

た。原曲の『オールド・ラング・サイン』も聴

き、英語の歌詞でも歌ってみたい、と挑戦した

り、旧開智学校に保管されている「唱歌集」の

写真を見たりして、『蛍の光』に親しんだ。そ

の後、旋律づくりの４つの条件と、タブレット

端末で作ってから、実際に鍵盤ハーモニカで

演奏することを伝えた。３年生のとき「おはや

しをつくろう」という題材で、SONG MAKER

を使って「ラドレ」と「ミソラ」で旋律づくり

を体験している。その経験を生かし、本題材の

旋律づくりでも、SONG MAKER を使用し、

楽譜を書かなくても、自分がつくった旋律が

記録に残るようにした。以下は、児童のつくっ

た旋律である。 

 

https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6175254116958208 

 

 

https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6684605812965376 

 

 

https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/4886185013542912 

 

 

https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6526491994226688 

 

 児童は、SONG MAKER でつくった旋律を、

鍵盤ハーモニカで演奏することになっていた

https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6175254116958208
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6175254116958208
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6684605812965376
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6684605812965376
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6684605812965376
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4886185013542912
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4886185013542912
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6526491994226688
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6526491994226688
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のだが、再現することが難しい児童もいた。タ

ブレット端末を使用することで、自分では演

奏できないような細かいリズムや旋律を、手

軽につくることのよさはある。音楽づくりに

おける ICT 利用については、今後の課題と考

える。 

 

1-2. バグパイプとの出会い 

バグパイプは、とにかく大きな音であるこ

とから、体育館で授業を行うことにした。民族

衣装に身を包んだ演奏家が登場すると、その

大きな音に圧倒されながら、演奏に聴き入っ

ていた。 

大きな音に敏感な児童も「大丈夫」と自席で

鑑賞していた。演奏後、気付いたことや感じた

ことを児童に聞くと、「音が大きかった」「B♭

の音だと思うけど、ずっと鳴っていた」「こま

かい音があった」「自分がつくったのとは違う

曲みたいだった」などが出された。授業後の休

み時間に、バグパイプに触らせていただいた

り質問したりしている児童が多く、演奏家と

触れ合える貴重な時間を、もう少し多くとり

たかった。授業の構成を考える必要があった。 

以下は、事前に演奏家に渡した、児童がつく

った旋律の一部である。この楽譜をもとに、バ

グパイプで演奏できるように、一部変更して

演奏していただいた。 

 

 

動画 

バグパイプによる「蛍の光」の演奏 

https://youtu.be/i4zdv6canqI 

 

バグパイプによる，児童の作品の演奏 

https://youtu.be/2b7oMpnCU6s 

 

 

1-3. 授業後の児童の感想から 

・最初はバグパイプの人がでてきて、あのずっ

となってるひくいおとはなんだ？と思ったけ

ど「ドローン」ということばと分かって「そう

なんだ」と思った。自分の作ったせんりつに

「そうしょく音」をつけたした時間が楽しか

った。 

・バグパイプを聞いてみて、自分の作った音を

ひいてもらったけど、自分とはちがってそう

しょく音やドローンなどをいれるとかなりち

がうようだった。バグパイプ風にアレンジし

https://youtu.be/i4zdv6canqI
https://youtu.be/2b7oMpnCU6s
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てみて、作るのは作れそうだったけど、ふくの

がめちゃくちゃむずかしかった。 

・バグパイプは、とても大きな音で「ドローン」

や「そうしょく音」をつかっててとてもいい音

にしていてすごかったし、自分たちでタブレ

ットをつかってバグパイプふうにしてみたら、

なんかなめらかよりたかいおとになった。 

・ドローンの音は何でも合うなと思いました。

そうしょく音をどこにつければいいか、むず

かしかったです。バグパイプは「無印良品」の

音楽ににているなと思いました。 

・バグパイプを知らなかったので、さわらせて

もらったりして、すごくうれしかったです。バ

グパイプはすごく高い音だったので少しおど

ろきました。空気をためてえんそうできる楽

器を初めてみました。しくみがおもしろかっ

たです。あと、小だいこも、とてもきれいな音

で、バグパイプの音と合わせて、さらにきれい

な音色でした。 

・バグパイプというがっきはふしぎな形をし

ていたからおもしろかった。ふしぎな音もし

ていた。国によってどんながっきがあるのか

みて、きいてみたい。 

 

 

次時に行った発表会の様子（音声のみ） 

〇 鍵盤ハーモニカによる発表 

https://www.icme.jp/jd/10/happyokai1.mp3 

〇 タブレット端末による発表 

https://www.icme.jp/jd/10/happyokai2.mp3 

 

 

この一時間の授業が、児童にとって、何より

私自身の宝物の時間となった。このような機

会を与えていただいたこと、かかわってくだ

さったすべての皆様に感謝申し上げます。 

https://www.icme.jp/jd/10/happyokai1.mp3
https://www.icme.jp/jd/10/happyokai2.mp3
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聖徳大学音楽学部 髙松 晃子 

「ホンモノ」の力 
— ペンタトニックの音楽づくりとバグパイプの破壊力と — 

 

1. 《蛍の光》が取り持つ縁 

 今回の授業の舞台は、松本市立開智小学校

である。日本人には卒業式の歌としてゆかり

の深いスコットランド歌謡《蛍の光》が、明

治30年ごろまでにはすでに歌われていた記録

の残る、日本で最も古い学校の一つである。

開智小学校の深澤幸江先生がペンタトニック

を用いた音楽づくりの授業を計画されている、

というところから、ペンタトニックといえば

《蛍の光》、《蛍の光》といえばスコットラン

ド、スコットランドといえばバグパイプ、と

いった具合に次々と連想が働き、あれよあれ

よという間に今回の企画が実現した。子ども

たちが作ったペンタトニックの旋律を、本物

のバグパイプで吹いてもらう。ワクワクする

アイディアである。 

2. 本物の楽器が目の前に現れると 

 3 時間扱いの 2 時間目、この日の活動内容は、

前時でつくったペンタトニックの旋律に伴奏

をつけるというもの。主眼は、バグパイプの

演奏を聴いてドローンや装飾音、のばす音に

着目するなど、バグパイプの音色や奏法に関

心をもち、旋律づくりに生かそうという思い

や意図をもつこと（ができる）である。バグ

パイプの特性であるドローンや装飾音に気づ

き、それらをうまく取り込んで、簡素なペン

タトニック旋律を縦（ドローン）にも横（装

飾音）にも豊かにする試みといっても良いで

あろう。子どもたちの反応やいかに。 

 スコットランドのフル正装で登場した山根

さんご夫妻が入場し、バグパイプとスネアド

ラムを演奏しながら体育館を一周すると、子

どもたちの目の輝きは 5 割増である。彼らの

期待の斜め上をゆく衣装（なにしろ男性がキ

ルト—スカートと言ってはいけない—を履いて

いる）と、常識離れした大音量に、真冬の体

育館の温度は一気に上昇した。本物の持つ力

は良くも悪くも破壊力抜群で、子どもたちの

興味はこの目新しいモンスターにすっかり奪

われている。予想されたこととはいえ、授業

者は焦る。焦るが、そこは上手に本題へと導

いていく。ドローンや装飾音に気づいた子ど

もたちは、鍵盤ハーモニカを用いてそれらを

自作曲に応用する試みを始めた。 

3. バグパイプにドローンや装飾音はなぜ必

要なのか 

 ドローンや装飾音を入れると「バグパイプ

風」になる。それはその通りなのだが、なぜ

バグパイプがドローンや装飾音を入れるかと

いえば、「そうしないと吹けない」からである。

つまり、楽器の構造上、どうしてもそうなっ

てしまうわけで、それは美的価値観以前の個

別的な特殊事情である。ただ、ドローンは、

人類が発想した「伴奏」概念の最も古い形を
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体現している、という一般的な側面も持って

いる。中世ヨーロッパで、単旋律で歌われて

きたグレゴリオ聖歌が多声になった時、最初

に行われたのが、第二の声部にドローンの役

割を与えたことだった。それは 9 世紀ごろの

ことで、グレゴリオ聖歌を歌う（チャント

chant）人と、歌い出しの音をオクターブや 5
度で引き伸ばして歌う人または楽器が同時に

演奏した。バグパイプの旋律管が「チャンタ

ー」と呼ばれることは、グレゴリオ聖歌の旋

律担当者（チャンター）との関連を示唆する。

話を戻すと、西洋の芸術音楽においては、楽

譜に書かれたことや演奏者が行うことはすべ

て、音楽の美的価値を保証し、増幅するもの

であるという前提があるが、それ以外の音楽

は、楽器や音楽的文脈の都合で、ある意味「し

かたなく」やっていることも多い。バグパイ

プ奏者がドローンを吹くのは「そこにドロー

ン管があるから」であり、装飾音を吹くのは

元来、「音が切れないから間に素早く別の音を

入れて切れたように聞かせる」ためである。

つまり、バグパイプ奏者にとってドローンや

装飾音は必然であるのに対し、鍵盤ハーモニ

カやタブレットで音楽をつくって演奏しよう

としている子どもたちにとって、それらは全

く必然ではない。 

4. この 1 時間は未来への投資 

 一般的にどの文化でも、オリジナリティの

基礎には充分な模倣体験が必要で、そこで培

った経験則が個性の源泉となる。ペンタトニ

ックを用いた音楽づくりが目的であれば、バ 

グパイプやスコットランドと切り離して実施

することも可能かもしれない。 

 今回の授業は、バグパイプのインパクトが

本来の目的を吹き飛ばす勢いで、そのまま「バ

グパイプと友だちになろう」と看板を掛け替

えてもよいくらいだった。なにしろ滅多にな

い機会なので、新しいものとの出会いとそれ

がもたらす恩恵を分かち合うだけでも、価値

があったはずだ。ただ、今後の展開を考える

上では充分な種まきができた内容だった。例

えば、こんな点から学びを広げることが可能

であろう。①楽器にはその楽器としての「都

合」があること、②音楽行動の原動力は美的

価値観以外にもたくさんあること、③バグパ

イプのような不便な楽器でも受け入れられ、

親しまれ、大切にされてきた土地があること。

この楽器は強弱も変えられないし音は大きす

ぎるし音域も狭い。でもそれは、この楽器が

戦争や儀式など、屋外の特定の場で何らかの

目的のために用いられてきた歴史と関係があ

る。④バグパイプという楽器には構造的に興

味深い点がたくさんあること、⑤楽曲や演奏

の良し悪しを判断する基準は文化によって異

なること、などである。ある音楽文化にヒン

トを得た音楽づくり授業は、たとえアイディ

アを参照するだけであっても、根底にはその

音楽への深い理解と敬意がなければいけない。

また、オリジナリティを模倣より優位と見做

すのは西洋の芸術文化的発想で、世界の常識

では決してないことを、いつでも心に留めて

おきたい。 
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東京パイプバンド代表・NPO 日本スコットランド協会理事 

山根 篤 

「新しい音楽教育を考える会」主催『蛍の光』の授業に参加して 
      

「蛍の光」の音楽的な構造「ペンタトニックスケール」を学び、子供たちが自ら音楽を生み出す授業にバ

グパイプ演奏家として参加させていただいた。 

授業では実際のバグパイプの演奏『蛍の光』等を聴き、その気づきを生徒が共有したうえでその特徴を

利用して作曲し、自らの曲をバグパイプらしい演奏に進化させる新しい試みである。 

 ■スコットランドのバグパイプ（Great Highland Bagpipes）の旋律と特徴 

バグパイプはバッグとパイプから成り、革の袋に五本のパイプが紐でしばりつけられていて、空気を入

れるブローパイプ以外の四本の管にはリードが装着されており、バッグに溜めた空気に高い圧力をか

け、その硬いリードを振動させ大きな音量を発生させる仕組みである。 

 

 

この楽器を演奏するには以下の動作が必要である。 

①  ブローパイプをくわえ、皮のバッグが 

パンパンになるまで息を吹きこみ 

②  腕でバッグにたまった空気を押し出し 

継続的に音が流れる状態を作り出す。 

③  一枚リードがそれぞれ装着された三本の    

ドローン管（B♭）が鳴ったらさらに圧力を上げ 

④  二枚リードが装着されたチャンター管 

で運指を行うことでメロディーを奏でる。  



 

 
16 ⾳楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5⽉ 

授業では開智小学校の生徒の皆さんも演奏を聴き 

① B♭の単音が絶えず鳴っていること  →  休符が演奏できないこと・持続音 

② メロディーにキラキラする音がついていること  →  装飾音 

③ 他の楽器と違い、空気を吹き込む（息つぎの）タイミングと音楽のフレーズが違うこと 

→  不思議な奏法 

その特徴に気づき感想として発せられ、クラスで共有したうえで、生徒の皆さんが作曲した曲のバグパ

イプでの演奏を聴いたり、生徒 2 人ペアになって演奏に取り組んだ。また代表者のプレゼンも行われ、

バグパイプの特徴（装飾音を入れる等）をつかんだ曲として進化させていった。 

 

授業が終わって休み時間には、楽器の周りに子供たちが集まり、様々な質問があった。 

もともと日本には類似の楽器がないので、言葉で説明するだけでは伝わり切れない部分があったようで、

実際に触ったり体験することで楽器としての構造や演奏の仕組みを知る重要性も改めて感じた。 

また、日本のヨナヌキとも相通ずるペンタトニックでのスコットランドやアイルランドの旋律をなぜか懐か

しく愛おしく感じる機会を増やしていくことで感性が磨かれ、音楽を聴く姿勢が変わっていくのだろうと感

じた。 

 

このような貴重な機会を頂戴しありがとうございました。 
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小町谷 聖（飯田市立三穂小学校） 

 
バグパイプの音色によって変わる唯一無二の自分の音楽 

 

1. 「蛍の光」をもとに旋律をつくる 

1-1. 5 音音階での旋律づくり 

 令和 4年 12月に行われた長野県松本市立開

智小学校、深澤幸江教諭の授業。題材の前半は、

「日本の曲ではなかったのか」とびっくりす

る程日本人の心の中に浸透している『蛍の光』

（スコットランド民謡）の旋律をもとにして、

ICT を活用して自分で旋律をつくってみる活

動。実際に『蛍の光』を聴いて、その音楽を形

づくっている要素を以下のようにまとめ、そ

れを活用して旋律をつくる。 

① 始まりの音は C3 か G3 終わりの音は

C3 

② 音の飛び方は、隣の音か、一つ飛んで隣

の音にする。 

③ タータ（付点 4 分音符）のリズムを必ず

使う。 

④ 使う音は、C3,D3,E3,G3,A3,C4 のペン

タトニックスケール。 

 『蛍の光』を聴いて導き出したこれだけの条

件があれば、４年生にとってはややハードル

が高いようにも思われる旋律づくりも適度な

壁にぶつかりながらもスムーズにできるので

はないか。学習指導要領音楽科第３章（３）の

ウ（ア）設定した条件に基づいて,即興的に音

を選択したり組み合わせたりして表現する技

能,（イ）音楽の仕組みを用いて,音楽をつくる

技能の２つの技能を育てる指導項目を意識し

た活動になっている。 

 予め条件設定を行ったアプリを使って旋律

づくりをしたことも手伝い、できあがった子

どもたちの作品も、開始や終わりの音の指定

も守られ、音の飛び方や、付点に試行錯誤の跡

が見られ、それぞれが５音音階のもつわかり

やすくやわらかな音の響きが出た旋律ができ

ていた。 

1-2. 自分でつくった旋律を自分で演奏する 

 自分でつくった旋律は、ICT の中だけで完

結するわけではなく、できあがった旋律は各

自で鍵盤ハーモニカで演奏できるようにする

という課題が加えられていた。 

 「音楽づくり」の視点から考えると、最終的

に ICT でつくった音楽の音を流す、自分で演

奏できなくても「つくることができればよい」

という見方もできるが、ここで、自分のつくっ

た旋律を演奏できるようにしておくことで、

より自分でつくった旋律に愛着を持つことが

できたり、「もっとこうしてみよう」「こうした

らどうなるかな」等のアイディアがひらめき

やすくなる。単に「音を並べる」作業だけにな

らず、その旋律を子どもたちが「音楽」として

捉え、広げていくために、自分で演奏する活動

はとても大切であることを改めて感じた。 

 特にこの授業においては、次の大きなステ

ップとなる課題が待っており、一人一人が自
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分のつくった旋律を、自分のものとして体の

中に染み込ませておく必要があった。 

 2-1.バグパイプとの出合い 

 題材後半で、自分でつくった旋律に伴奏を

つける学習を確認した場面で、バグパイプが

登場する。バグパイプ奏者の方が体育館に入

ってくるとともにうれしそうな声を上げてい

た。音を聴くと「ラーメン屋さんで流れていそ

う、そうそうチャルメラ！！」「すごい、初め

てこんな音聴いた。」と興奮気味に感想を話す。

バグパイプで『蛍の光』を演奏してもらうと、

じっと聴いていたり、足踏みを真似するしぐ

さをして聴いていたりする。バグパイプでの

演奏の特徴を先生が問うと「1 音が長い」「い

ろいろな音がしている」「装飾音が鳴っている」

「同じ音がずっと鳴っている」等たくさん発

言がなされた。その中から「装飾音」と「同じ

音がずっと鳴っている（ドローンが鳴ってい

る）」ことを視点に、バグパイプのような音（色）

に合うように自分たちでつくった旋律を変え

てみることにした。 

2-2.バグパイプの音に合った自分の旋律に

修正する。 

 ドローンによる伴奏づくりでは、子どもた

ちがペアを組み、鍵盤ハーモニカで一方が自

作の旋律を演奏し、一方がドローンを鳴らす

形にした。装飾音符については、難しそうであ

ったが子どもたちは何度もバグパイプの演奏

者の方に模範演奏をリクエストし、イメージ

を固めていったようだった。 

 最初はタブレットに向かっていた児童も、

「特徴と結びつかない」と鍵盤ハーモニカで

吹いて即興的に自分の旋律を修正しようと試

行錯誤している姿もあった。 

 ペアで、ドローンによる伴奏をつけて演奏

し「バグパイプっぽい感じ出たかな」「うん」

と会話し、成果を確かめ合ったり、「ドローン

は息が続かなくて難しいな」と言ったりして

楽しそうに活動していた。 

 子どもたちの演奏を聴いていると、ただ自

作のメロディを演奏しているという印象から、

旋律に抑揚をもたせ、歌うように演奏してい

る姿に変容していっているのが驚きだった。 

3-1 まとめ 

 深澤教諭の授業を参観して強く感じたこと

が 2 点ある。 

 一点目は、音楽の授業の DX化が進み、「音

楽づくり」や「鑑賞」等もアプリで効率的に学

習できるようになったが、今回のバグパイプ

のように、文化的に重みがあり、複雑な仕組み

を持つ手作りの楽器等の「本物の音を聴く」学

習は決して無くしてはならないということだ。

子どもたちのモチベーションを高めるのはや

はり「実物」「実際の音」が学ぶきっかけにあ

ることだと考える。 

 もう一点は、「音楽づくり」において、特に

条件を設定するときに、音の選び方や、リズム

の構造、反復音楽の仕組み等が優先されがち

だが、音楽づくりの際にも「音色」に心寄せた

活動を行っていくことが、子どもたちの音楽

に対する感性をより育てていけるのではない

か、ということだ。 

 これら２点において共通して言えるのは子

どもたちの学習において「音を聴く」「音を聴

く体験をする」ということの重要性であり、ど

の音楽科の学習においても考え直していかな

ければならない部分であると感じている。 
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Amazing Graceをもとに：旋律に合う響きを考えよう 

千葉市立幕張西中学校  榎本 深雪 

淑徳大学  中村 昭彦 
ヴァイオリニスト   南條 由起 
千葉市立幕張西中学校   佐藤 洋幸 

エリザベト音楽大学音楽研究科  黄夕珈 



 

 
20 音楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5月 

第 2学年音楽科学習指導案 
日時  令和 4 年 12 月 8 日（木） 

授業者  榎本  深雪 （T・Pf） 

中村  昭彦 （S・Cb） 

南條  由起 （S・Vn） 

佐藤  洋幸 （S・Vo） 

場所 千葉市立幕張西中学校音楽室 

1 題材名 
旋律に合う響きを考えよう 

＜教材名＞『Amazing Grace』 

 

2 題材について 
《学習指導要領とのかかわり》 

A 表現（3）創作 

ア 創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、まとまりのある創作表現

を創意工夫すること。 

イ （イ）「音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴」に

ついて、表したいイメージとかかわらせて理解すること。 

ウ 創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿った音

の選択や組み合わせなどの技能を身に付けること 

〔共通事項〕（1）ア 音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと

との関わりについて考えること。 

旋律 テクスチュア 

イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについ

て、音楽における働きと関わらせて理解すること。 

音階、和音 

 

(1) 題材の目標 
○ 音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴について、表したい

イメージとかかわらせて理解するとともに、創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるた

めに必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わせなどの技能を身に付ける。（知識及び

技能） 

○ 旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚

したことと感受したこととの関わりについて考え、まとまりのある創作表現を創意工夫する。

（思考力・判断力・表現力） 

○ 五音音階と七音音階の響きに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協同的に創作の

学習活動に取り組む。（学びに向かう力、人間性等） 
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(2) 題材設定の理由 

 本題材では、「Amazing Grace」を教材として、五音音階や七音音階の響きをいかし、

音の重なり方を考えながら、伴奏を作ることをねらいとしている。合唱活動で経験したハ

ーモニーも参考に、音の重ね方を試行錯誤して思いに合うように音楽を作っていくこと

で、思いを伝え合いながら他者と音楽をつくることの喜びを味わえるようにしたいと考

え、本題材を設定した。 

(3) 生徒の実態 

 1 年生の時から階名唱や階名による読譜を行っている。また、2 年次は『フーガ ト短

調』の学習後、カノンづくりに挑戦し、五音音階ではどの音も違和感なく重なるが、七音

音階では雑音のように聞こえてしまう重なりがあることに自ら気づく生徒が多くいた。 

(4) 指導観 

＜教材について＞ 

Amazing Grace は、1772 年にイギリスの詩人であり英国国教会の司祭 John Newton に

よってつくられ、旋律は古い讃美歌が 1835 年にアメリカの作曲家William Walker によ

って選ばれた。この詩は希望を与え、人間の過ちにもかかわらず、誰もが新たなスタート

を切り、幸福への道を見つける可能性がある、という内容である。英語でもっともよく知

られた「民謡」の一つであり、何世代にもわたって歌い継がれている。アパラチア地方を

はじめ、全米で歌われており、あらゆる人種や民族の歌手によって歌い継がれている。

様々なアレンジが存在している曲を教材に伴奏づくりを行うことで、「自分なりの思いを

もって、音楽を自由に表現することができる」という実感を持たせられるだろう。また、

旋律以外の音が曲想に与える力に気付かせることで、合唱等の活動で他者の音を尊重する

態度を育てることにもつながると考える。 

 

3 題材の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

音素材の特徴及び音の重な

り方や反復、変化、対照など

の構成上の特徴について、表

したいイメージとかかわらせ

て理解している。 

創意工夫を生かした表現で

旋律や音楽をつくるために必

要な、課題や条件に沿った音

の選択や組み合わせなどの技

能を身に付けている。 

旋律、テクスチュアを知覚

し、それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しなが

ら、知覚したことと感受した

こととの関わりについて考

え、まとまりのある創作表現

としてどのように表すかにつ

いて思いや意図をもってい

る。 

五音音階と七音音階の響き

に関心をもち、音楽活動を楽

しみながら主体的・協同的に

創作の学習活動に取り組もう

としている。 
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4 題材の指導計画及び評価計画（4 時間扱い） （本時 4/4 時間） 

時

配 

◎ねらい ○主な学習内容 ・学習活動 

☆〔音楽を形づくっている要素〕 

○教師の働きかけ 

・目指す生徒の姿 

評価の観点 

<評価方法> 

知・技 思 態 

◎五音音階や七音音階の響きの特徴を生かして、思いや意図をもって伴奏を作ることができる。 

１ ○五音音階が用いられた曲を階名唱する。 

 

 

・階名で歌い、どのような共通点があるの

か考える。 

・五音音階でできていることを知る。 

 

 

○『Amazing Grace』を階名唱し、五音音

階でできていることを確認する。 

 

○七音音階で伴奏を作る。 

・班を確認し、作品を提出する係(リーダ

ー)を決める。 

・伴奏づくりのルールを確認する。 

ひな形： 

https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-

Maker/song/6357512951693312 

 

○黒板に「ソラシドレミ

ﾌｧソラシド」を書き、指

で示す。 

・五音音階は世界中の名

曲や、日本の歌にも使わ

れていることを知り、身

近なものに感じ、創作の

意欲を高める。 

○Song Maker に旋律を

入力したものを再生し、

一緒に歌う。 

○Song Maker の操作方

法を確認し、スムーズに

伴奏づくりができるよう

にする。 

○五音音階にない「ﾌｧ」

と「シ」がそれぞれ 2回

以上入るように説明しな

がら、「ﾌｧ」と「シ」だ

けを鳴らす伴奏を提示

し、どのような音がふさ

わしいか考えさせる。 

知 

$
観
察
・
発
言
* 

  

２ ○班の中で意見を出し合い、伴奏のもとを

つくる。 

○様々な音の重ね方を試

しながら、進めるように

促す。 

・表したいイメージに近

づけるように、音の組み

合わせを確認しながら、

主体的に活動している。 

   

https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6357512951693312
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6357512951693312
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３ ○「伴奏のもと」のリズムやテンポを変更

することでどのように雰囲気が変わるか試

す。 

○班の中で意見を出し合い、伴奏を作る。 

○リズムの種類をいくつ

か提示し、その中から選

択させる。 

○伴奏を鳴らしながら旋

律を歌い、どう感じるか

考えさせる。 

・表したいイメージに近

づけるように、音の組み

合わせを確認しながら、

主体的に活動している。 

技 

$
作
品
・
発
言
* 

  

４ ○班で作った作品を発表する。 

・発表されたものの感想は Google Form

に入力する。 

 

○Amazing Grace の旋律を口ずさみなが

ら、作品を演奏家（S）の演奏で聴く。 

○学習のまとめを記入する。 

○感じた雰囲気がどのよ

うな音・リズム・速度に

よって生まれているか考

えさせる。 

・音の重なり方や工夫を

知覚・感受しながら、作

品について評価してい

る。 

○伴奏づくりを通して、

どのようなことに気付い

たか振り返らせる。 

 

$
作
品
・
観
察
・
記
述
* 

$
記
述
・
観
察
・
発
言
* 

 

5 本時の指導（4/4） 
(1) 本時の目標 

テクスチュアを知覚し、曲想と結びつけて鑑賞する。 

(2) 本時の展開 

時配 

形態 

○学習内容   ・学習活動 

☆〔音楽を形づくっている要素〕 

○教師の働きかけ 

・目指す生徒の姿 

4分 ○Amazing Grace を階名唱する。 

・使われている音階を確認する。 

・作った伴奏のルール(ﾌｧとシをそれぞれ 2

回以上使う)を確認する 

○五音音階の旋律に、七音の伴奏をつ

けていることを確認する。 

25 

分 

○班ごとに作品を発表する。 

・発表班は前に出る。 

 

・聴いている生徒は、伴奏の特徴からどのよ

うな感じがしたかを Google Form に入力す

る。 

○教師がタブレットをテレビにつな

ぎ、伴奏の音が見えるようにして再生

する。 

○特徴や感じを表す言葉は、例から選

んでも良いことを伝える。 



 

 
24 音楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5月 

音素材の特徴及び音の重なり方や反

復、変化、対照などの構成上の特徴に

ついて、表したいイメージとかかわら

せて理解するとともに、創意工夫を生

かした表現で旋律や音楽をつくるため

に必要な、課題や条件に沿った音の選

択や組み合わせなどの技能を身に付け

ている。（知識・技能） 

＜Song Maker の作品＞ 

15

分 

○班の作品を演奏家による演奏で鑑賞する。 

○演奏家の伴奏で、Amazing Grace を階名

唱する。 

○事前に演奏する作品を決めておく。 

○Song  Maker の画面を表示し、ど

のような音が鳴るのか予測させる。 

まと

め 

6分 

○振り返りを記入する。 

・同じ旋律でも、一緒に鳴らすが違えば曲想

が変わることを理解する。 

・表現したいイメージによって、合う音やリ

ズムがあることを理解する。 

○音を選ぶことや、班の人とのかかわ

りについて、感じたことを記入させ

る。 
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伴奏づくりの活動を通して 
 

 

 

 
1 活動の様子 

 今回の活動では、様々な音の選び方が生

まれるよう、音楽能力による配慮は行わず

に班編成をした。出席番号の座席をもと

に、男女混合となる 4～5 人の班となって

いる。 
曲に対するイメージをなるべく持たせな

いようにするため、旋律を覚える際は歌詞

をつけず階名唱で、伴奏のない単旋律の状

態で歌わせた。 
 伴奏づくりの過程は班によってさまざま

であった。音楽が得意な生徒が主導し、班

員の意見を引き出しながら作品を作る班、

班員がそれぞれ伴奏を作り見せあいながら

良いものを選択する班、担当する小節を決

めてつなぎ合わせていく班などが多かっ

た。 
 教師の指導としては、伴奏のルールを守

れているか以外の指摘は行わず、音が合っ

ていないように聞こえる部分についても

「どのような意図で選んだか」「この響き

でどのような雰囲気になったか」という問

いかけで班の作品のよさを引き出すよう意

識した。また、伴奏づくりが進まない班に

は、いきなりたくさんの音を重ねるのでは

なく、旋律に合う音を一つだけでも鳴らせ

るようにすることを目標とさせた。 
 以下は、全 6 学級の中で特徴的な取り組

みをしていたものである。 
○A班の様子 
 1 時間目は合う音に悩み音数の少なかっ

た班である。最終的に音を増やしながらも

「落ち着いた雰囲気にするために音数を少

なくした」「1 つしか鳴っていないところ

も、音を 2 つ以上重ねて寂しく感じられな

いようにした」と意図をもって伴奏を作っ

た。 
○B班の様子 
 1 時間目はドミソやレファラが合いやす

いという知識も生かしながら、まずは適当

に打ち込みそこから合う音を探すようにし

ていた。最終的に、「メロディーが高いと

ころの伴奏は高く、低いところは低くし

た」「終わりを高くしていくことで後味が

残るようにした」といった、旋律とのかか

わりや旋律的な伴奏の動きを考えて作品を

完成させた。 
○C班の様子 
 1 時間目は「シの音を中心にもう 1 つの

音の高さを変える」という案が出ていた。

活動の中でそこに合う音を探したり、常に

音を鳴らすだけでなく無音にすることでそ

の後の音が強調できることに気付いたり

し、「のばしがきれい」「流れるようなと

ころがきれい」と評価される作品となっ

た。 
2 「うまくいかない」を乗り越える 

以前行った「カノンづくり」では、五音

音階を用いると何も考えなくても何となく

いい作品ができる、と感じる生徒が多くい

た。五音音階は音の重ね方に失敗しにくい

ため、今回の伴奏づくりでも試行錯誤する

機会が減ってしまうのではないかと思い、

今回 Amazing Grace の伴奏づくりでは、

五音音階にはない「ﾌｧ」と「シ」を必ず入

れる、七音音階での伴奏にすることを条件

とした。 
初めての伴奏づくりに苦戦する姿は多か

ったが、学習カードやクラスルームのグル

ープコメント欄に「シとミはうまく合わな

い」「シやファは使いにくいと思っていた

が色々試すうちに合う音が見つかった」

「隣同士の音を重ねると不協和音になる」

「かっこいい雰囲気にするために音を減ら

してメロディーを目立たせた」「伴奏だけ

だときれいでも、メロディーと合わせると

汚い音になるところがある」「音の相性は

相対的な距離で決まる」など、音が重なる

ことでどうなるかを考える記述が見られ

た。 
これまでの授業では、ⅠⅣⅤや和音、コ

ードといったものに触れてこなかった。そ
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のような中で多くの生徒が 1 つとばしの重

ね方（ドミソ、レファラなど）を多く使っ

ていたのは驚きだった。理論としては知っ

ていなくても、普段触れている音楽から何

気なく学んでいることが窺えた。 
3 生演奏を聴く意義について 

演奏家を招いての授業では、各学級 2班
ずつを実際に演奏した。創作中に休符を活

用し「時が止まった」と言いながら活動し

ていた D班の作品は、実際に 4分休符の

部分をフェルマータにすることで時が止ま

ったような状態を演出するなど、テンポの

変化をつけ足した作品もある。「コンピュ

ーターの音と実際の音を聴き比べると、強

弱やのばしの大切さがよく分かった。実際

の演奏を聴くことは大事だ」「一粒一粒の

音の柔らかさや神秘さが生演奏には詰まっ

ている」「同じ音でも、色々な楽器を使う

ことでまた違った響きが生まれる」といっ

た感想が見られ、思いを持って演奏するこ

との大切さを感じることができた。 
4 実践を終えて 

○成果 
伴奏を作るという活動を通して「最後の

重ね方が主旋律と反対の音階になっていて

すごかった」といった他班の作品への感想

や、「和音は、主旋律の補佐のようなもの

だと思っていたが、本当は曲のイメージや

雰囲気を作り出す大切な役目だと知った」

「合う音だけを探したらいい音楽を作れる

だろうけど、E班のようにちょっとした遊

び心(最後に 7 音全てを同時に鳴らす)など

があると、それだけでも曲の印象が変わっ

てきて面白い」という全体の感想から、主

旋律ではない音へ意識を向けることができ

るようになった記述が多くみられた。その

後の合唱活動でも「ソプラノだけでなくテ

ノールの音がどこにいるかを意識するとア

ルトの音をスムーズに出せる」「メロディ

ーを歌いたい気持ちもあるが、キレイにハ

モった時の嬉しさにつられて今年もアルト

を選んだ」「初めてのバスパートで、男子

同士のハーモニーをうまく作りたい」とい

った、他のパートとのかかわりを意識した

取り組みが見られた。授業者自身も、合唱

活動では他のパートとどのような響きを作

っているのかを意識させる指示が以前より

増えている。 

○課題 
旋律に対してどのような音を選ぶと望ま

しい響きになるかを、例えば「旋律がこの

音の時はこの音を重ねると良さそう」など

具体的にまとめる場面をつくると、より音

楽的な振り返りにつながり、合唱活動の際

にも生かすことができるのではないか。 
伴奏のリズムを変化させることも活動の

中に入れたが、最初の 4小節程度でも中間

発表をするなどして、音の組み合わせを考

える時間を充実させることで上記の振り返

りにもつなげることができたと思う。 
 
参考 
 
A班初回の作品 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/4931808749944832 
完成時 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6713908568129536 
 
B班 1 時間目 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6702945192378368 
完成時 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6083389960749056 
 
C班 1 時間目 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/5560714989404160 
完成時 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/6675354961969152 
 
D班「時が止まった」 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/5613860210081792 
 
E班「遊び心」 
https://musiclab.chromeexperiments.com/So
ng-Maker/song/4930372716724224 

https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4931808749944832
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4931808749944832
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6713908568129536
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6713908568129536
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6702945192378368
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6702945192378368
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6083389960749056
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6083389960749056
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/5560714989404160
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/5560714989404160
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6675354961969152
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/6675354961969152
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/5613860210081792
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/5613860210081792
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4930372716724224
https://musiclab.chromeexperiments.com/Song-Maker/song/4930372716724224
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千葉市立幕張西中学校「Amazing Grace の旋律に合う響きを考えよう」 

授業観察報告 

  

エリザベト音楽大学音楽研究科 黄夕珈 

開催日：2022 年 12 月 8 日 

場所：千葉市立幕張西中学校 

  

2022 年 12 月 8 日（木）、千葉市立幕張西中学校に伺い、創造的音楽学習の実践授業を見学する

機会をいただいた。 授業タイトルは「Amazing Grace の旋律に合う響きを考えよう」で、ヴァイ

オリン演奏南條由起先生、ピアノとチェロ演奏中村昭彦先生が、担当の榎本深雪先生と一緒に授

業に入られた。対象は中学校 2年生 31 人（1 クラス）である。 

  

1.授業の目的（榎本先生作成指導案より） 

音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴について、表したいイ

メージとかかわらせて理解するとともに、創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために

必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わせなどの技能を身に付けること。（知識及び技

能） 

旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わりについて考え、まとまりのある創作表現を創意工夫すること。

（思考力・判断力・表現力） 

五音音階と七音音階の響きに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協同的に創作の学

習活動に取り組むこと。（学びに向かう力、人間性等） 

 

2.授業内容 

本授業は全 4 時枠であり、見学授業はその中の 4時間目にあたった。使用された設備は、タッ

チスクリーン・ノートパソコン（生徒用）、教師用プレゼンテーション・ノートパソコン、そして
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生徒が見やすいように教師用ノートパソコンに接続されたディスプレイ・スクリーンであった。

生徒たちの音楽づくりはすべて Songmaker で制作された。 

まず、「Amazing Grace」を階名唱し、使われている音階とそこで作られた伴奏のルール（ファ

とシをそれぞれ 2回以上使う）を確認した。続いて、各グループの生徒が教壇に上がり、教師の

ノートパソコンを使って、グループごとに以前の授業で元旋律に合わせた伴奏を発表し、ディス

プレイには再生時の Songmaker の動画が表示された。その後、聴いている生徒が、伴奏の特徴か

らどのような感じがしたかを Google Form に入力した。 

 

   

 

以下は、生徒たちの感想の一部である。 

グループ 生徒たちの感想 

1 
リズムを変えず、あまり調和がとれていない和音をたくさん加えていて、それ

が面白かった 

2 曲のテンポを速め、非常に調和のとれた和音を加えた 

3 リズムを変えず、伴奏に加えた和音も調和していた 

4 リズムを変えず、伴奏に加えた和音も調和していた 

5 
曲のテンポを速め、オクターブをまたぐ音程を多く加え、16分音符を多く書き、

最後は属和音から主和音への解決で音楽の完結感を与えた 

6 曲のテンポを変えずに、16分音符もたくさん書いて、軽快な感じを出した 

7 リズムを変えず、3音の和音を加えて音楽の完結感を与えた 

8 
曲のテンポを速め、主にシンコペーションの和音を書きてオクターブ音程を加

えて、面白さと最後の完結感を高めていた 

  

次に、南條由起先生と中村昭彦先生がヴァイオリンとピアノで、生徒が作った伴奏の即興演奏

を行い、さらに生徒たちが階名唱した。 

Amazing Grace 旋律 ディスブレイに表示された例（生徒の作品では無い） 
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3.授業に関する考察 

この授業の最終的な目的は、歌に合わせた伴奏を作るというものである。これまで見学した授

業は、メロディそのものの展開、あるいは構成をもとに展開されるものが多く、今回の授業見学

は、自分にとって非常に新しい発見となった。一般に、単純に旋律を作るよりも、曲に伴奏をつ

ける方が難しいと思われる為、より基本的な音楽の理論的知識を自然に身につけ、また楽曲をよ

り深く理解することにつながると感じた。 

また、元の旋律のテンポを変えたり、シンコペーションを加えたりする生徒たちの創作におけ

るアイデアには、驚きと感動を覚えた。その際、生徒たちは、旋律の持つ本来の音楽的特性に固

執することなく、リズムを変えたり、伴奏を加えたりすることで、元の旋律がよりさまざまな音

楽的感情ではじけるような、独自の特徴やスタイルの音楽を自発的に展開していた。今回の見学

を通じて、あらためて音楽づくりの魅力を感じている。 

担当の榎本先生は授業の最後に、「生徒の音楽づくりと伴奏の学習を完成させるためには、授業

の成果を出すために最低 4 時間の学習が必要だ」と述べられていた。授業後に、「小中学校の授業

で歌の伴奏を作曲することは珍しい」とのコメントが同席されていた坪能由紀子先生よりあった。 
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メヌエット：自分たちのメヌエットをつくろう 

川口市立舟戸小学校  村上 水絵 

ワークショップ・ファシリテーター 
Michael Spencer 

共立女子大学  杉橋 祥子 

山梨大学  小島 千か 
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1．題材の目標 

知識及び技能の目標 思考力•判断力•表現力等の目標 学びに向かう力•人間性等の目標 

「メヌエット」の歴史や成り立

ちと音楽的な特徴について理

解し，その特徴を生かしなが

ら，和音進行を使って主旋律を

つくり，主旋律に合わせて即興

的に音を選択したり組み合わ

せたりしてダンスの音楽を表

現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「メヌエット」の音楽の特徴をと

らえ，和音進行を使ってダンスの

拍感に合わせた旋律をつくり表現

することを通して得た知識や発想

をもとに，音を音楽へと構成し，

どのようにまとまりを意識した音

楽をつくるかについて思いや意図

をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バロック時代のヨーロッパの音楽

に興味をもち，宮廷舞踏会の音楽

をダンスや旋律づくりを通して表

現する活動を楽しみながら，歴史

的価値のある音楽のよさを感じ取

り，主体的・協働的に音楽づくり

や鑑賞の学習に取り組む。 

 

2．題材の意義（求める内容） 3. 育てたい児童の姿 

 「音楽は人の生活，歴史や文化と密接につな

がっている。そして身体運動と深い関係性があ

る。」Michael Spencer 氏のワークショップに参

加して深く考えさせられたことである。「メヌエ

ット」は音楽の教科書に 4学年にまたがって登場

するが，これまで，そのつくられた時代や歴史的

背景，その時代に生きた人々の生活に目を向けて

指導したことはなかった。本題材では，単に「メ

ヌエット」を数多くある音楽の一つとして指導す

るのではなく，バロック時代に生きた人々の歴史

音楽を単に旋律やリズム，ハーモニー等の要

素からとらえるだけでなく，歴史的な時代背景

を学んだり，実際に音楽に合わせて踊ったりす

ることで，広く音楽に興味をもち，深く音楽につ

いて考える視点を児童に持たせたい。そして音

楽を自分や周りの人たちの生活を豊かにするも

のとして，より一層楽しむことができる児童に

育てていきたい。 

さらに，他の児童とともに音楽を創作する活

動を通して，他者と協働する力や自らの手で創

学習指導案 

第５学年「自分たちのメヌエットをつくろう」 
    

実施日 令和５年１２月８日 
川口市立舟戸小学校 第５学年 

授業者   村上 水絵 
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4．教材について 

「メヌエット」は古くはフランスの舞曲であったとされているがその起源は明らかではない。１７世

紀から１８世紀にかけて宮廷で盛んに行われた舞踏会で演奏され，特にルイ１４世の時代に盛んに演奏

されていた。小さくステップを踏むことから「小さい」を意味する「menu」が名前の語源となっている。

その後は舞踏のための曲としてだけではなくソナタ形式の器楽曲の中間章に取り入れられることが多

くなり，数多くの「メヌエット」が作曲された。 

「メヌエット」は３拍子の曲であるが，舞踏のステップは６拍でひとまとまりである。そこで実際に

「メヌエット」のステップを踏んで音楽を体で感じ取り，それを踏まえて自分たちの「メヌエット」を

つくってみることでより深く「メヌエット」の音楽を感じ取らせたい。また和音の響きに注目させ，和

音の構成音を使って自分たちの「メヌエット」をつくる活動を取り入れ，伴奏をつけることで，和音を

使うよさについても理解させたい。 

5．事前・事後の指導と本時の指導 

（1）事前の指導と実際 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

第１時 
〈メヌエットの成り⽴ちを知る〉 
〇「メヌエット」のつくられた

時代背景を知る。 
・ビデオを視聴し，「メヌエッ

ト」がつくられた時代の歴史

や文化について理解を深め

る。 
 
 
〇「メヌエット」を聴く。 
・「メヌエット」を聴き，特徴を

つかむ。 
 

 
・映像資料や画像（写真等）を 

視聴し，ルイ１４世の時代の文

化芸術や，「メヌエット」が生ま

れた背景に触れる。 
 
 
 
 
 
・「メヌエット」の曲を聴き，３拍

子の音楽であること，４小節でひ

とまとまりになっていることな

どに気付く。 

 
・中世ヨーロッパの資料を用意

し，児童が当時の貴族の生活の

様子を想像しやすいようにす

る。 
・ベルサイユ宮殿や当時の貴族の

衣装，舞踏会の様子などを写

真，絵画，映像等で視聴できる

ようにする。 
 
・主旋律の楽譜を見ながら，「メヌ

エット」を聴き，その特徴を感

じ取り話し合えるようにする。 
〈参考〉（ベツォルト作/２年，ベ

的背景や舞踏の伴奏の音楽として身体の動きを

伴った指導をすることにより，人間の生活ととも

にある，生きた音楽として「メヌエット」を児童

に感じ取らせ，生活や社会の中の音や音楽と豊か

に関わる資質・能力を育成していきたい。そして

児童が自ら「メヌエット」をつくることにより，

音楽の創作活動を通して豊かな創造性を養って

いきたい。 

造的に生み出す力を育てたい。 
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〇「メヌエット」を踊ってみる。 
・「メヌエット」のステップを音

楽に合わせて踏んでみる。 
 
 
 
 
 
第２時 
〈メヌエットの旋律をつくる〉 
〇「メヌエット」の特徴につい

て確認する。 
 
 
〇和音進行をつかって音を選

び４小節の旋律をつくる。 
 
・C，F，G の和音の構成音から

音を選んで簡単な「メヌエッ

ト」の旋律をつくる。 
 
・経過音や跳躍音などを入れて

旋律をさらに複雑にしてみ

る。 
第３時 
〈主旋律に伴奏をつける〉 
〇各自がつくった旋律をグル

ープでつなげて８小節の旋

律にする。 
 
 
〇つなげた旋律に合わせて和

音進行の構成音から選んで

即興的に伴奏をつくる。 
 
〇打楽器でリズム伴奏もつけ

る。 
 
 

 
 
・実際に音楽に合わせてステップ

を踏んでみることを通して，

「メヌエット」の音楽的な特徴

を体で感じ取る。 
・体を動かしながら音楽を聴き取

ることで，新たに感じ取ったこ

とを話し合う。 
 
 
〇「メヌエット」以外の音楽を聴

いて，「メヌエット」との違いを

感じ取り，「メヌエット」の特徴

を確認する。 
・和音の音を聴き，和音進行を耳

で感じ取る。 
 
・ C，F，G の和音の構成音から

音を選んで１小節に３つずつ

音を入れ，簡単な主旋律をつく

る。 
・簡単な旋律ができた児童は，経

過音などを入れてさらに工夫

して旋律をつくる。 
 
 
・グループで相談して各自がつく

った旋律をつなげて８小節の

まとまりのある旋律にする。 
 
 
・つなげてつくった旋律に合うよ

うに，和音の構成音から音を選

んで即興的伴奏をつくる。 
・「メヌエット」に合う打楽器を選

び，リズム伴奏も即興的につけ

る。 

 

ートーベン作/３年，ビゼー・ギロ

ー/４年作，クリーガー/６年） 
・「メヌエット」のステップを確認

する 
・二人一組になり音楽に合わせて

踊れるようにする。 
・３拍子２小節でひとまとまりの

フレーズになっていることに

気付かせる。 
 
 
・クイズ形式で４つの曲を聴か

せ，どれが「メヌエット」か当て

てもらう。 
・「メヌエット」の音楽の特徴につ

いて気付いたことを出してもら

う。 
 
・C,F, G の和音の構成音を分担し

て鳴らし，和音の響きや響きの

移り変わる様子を聴いて感じ取

れるようにする。 
・ICT を活用して和音の構成音を

選びやすくする。 
・経過音や跳躍音などについてわ

かりやすく説明をする。 
 
・それぞれの児童がつくった旋律

の中から「メヌエット」の音楽

に合う旋律を選び，始まりと終

わりを意識して，まとまりのあ

る旋律にするようにする。 
・鍵盤打楽器や鍵盤楽器，トーン

チャイム等に色別のシールを

貼り，和音がわかりやすいよう

にしておく。 
・C,F,G の和音を色分けして提示

し，音楽の流れがわかりやすい

ようにする。 
・舞踏会の音楽に合うようなリズ

ム伴奏ができるようにする。 
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（2）本時 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

第４時・第５時 
〈舞踏会をひらく〉 
 
 
 
第４時（本時） 
〇バロックダンスを知る。 
・バロックダンスの専門家にバ

ロックダンスについてのレク

チャーを受ける。 
 
第５時（本時） 
〇各グループがつくった音楽に

合わせて「メヌエット」を踊る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇それぞれのグループの音楽に

ついて感想を伝え合う。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・バロックダンスのステップに

ついて，講師からレクチャーを

受け，実際に踊ってみる。 
 
 
・各グループでつくった旋律を

即興的に伴奏も入れながら演

奏する。（何回か繰り返す。） 
・もう一つのグループが演奏に

合わせて「メヌエット」を踊る。 
・踊ってみた児童と観ていた児

童が，演奏について感想を伝え

る。 
 
 
 
 
・演奏したグループ以外の児童

は，観ていて感じたことや気

付いたことを伝える。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
・杉橋祥子先生をお招きし，バロ

ックダンスについてご指導を

お願いする。（体育館にて学年

全体） 
 
・鍵盤ハーモニカやキーボード，

アコーディオン等で主旋律を

演奏し，鍵盤打楽器と打楽器で

即興的に伴奏を入れるように

する。 
 （体育館にてクラスごとに１校

時ずつ。） 
・各グループの児童がつくった

旋律をゲストティーチャー（サ

ポーター）に一緒にバイオリン

で演奏してもらう。 
 
・「メヌエット」の音楽の特徴を

つかんでいたかどうか，踊りや

すい音楽になっていたか，西洋

の舞踏会の音楽の雰囲気がつ

くれていたかなどについて，気

付いたことを出してもらう。 

 

自分たちの「メヌエット」で FUNATON宮殿の舞踏会を開こう 
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（3）今後の指導 

学習内容 児童・生徒の姿 教師の働きかけ 

第６時 

〈ふり返り〉 

〇学習を通して感じたことや

わかったことなどをふり返

りまとめる。 

 

 

・「メヌエット」の学習全体を通

して感じたことやわかったこ

とをワークシート（タブレッ

トで）にまとめて，それぞれ

のふり返りを共有する。 

 

 

・タブレットを使用し，それぞれ

が感じたことをお互いに見ら

れるようにする。 

 

 

・サポーターを紹介し，バ

イオリンで演奏していた

だくことや，バロックダ

ンスを教えていただくこ

とを伝える。 
・バロックダンスの歴史や

ステップについてレクチ

ャーをしていただく。 

・児童が自分たちの「メヌ

エット」を演奏し，即興

的に伴奏を演奏できるよ

う旋律の楽譜とコードの

色を表示する。 

・和音の構成音から選んで

旋律に合わせて伴奏を演

奏できているか見取る。 

・伴奏を付けることによっ

て生まれる和音のひびき

のよさや，ステップを踏

むことで感じる音楽と身

体運動の関係性に気付く

ようにする。 

・児童の気付いたことを聴

き取り，他の児童へ広げ

る。 

・アドバイザー，サポータ

ーよりコメントをいただ

く。 

杉橋祥子先生 
・バロックダンスについてレクチャーし，

「メヌエット」のステップを指導する。 

・児童がそれぞれの演奏に合わせて踊れるよ

う，アドバイスをする。 

 

Michel Spencer 氏 
・バロックダンスのス

テップに合わせてバ

イオリンで演奏す

る。 

・児童のつくった音

楽の発表を聴く。 

・児童が伴奏を考え

る際，アドバイス

をする。 

・児童がつくった

「メヌエット」の

旋律を児童ととも

に演奏する。 

・児童のつくった「メ

ヌエット」の音楽を

聴き，専門家からの

コメントをする。 

 

第４時 
〇バロックダンスについてレクチャ

ーを受け，「メヌエット」のステッ

プで踊れるようにする。（６０分

間） 

第５時 

〇自分たちでつくった「メヌエッ

ト」の旋律を披露する。（５分間） 

〇各学級４つのグループに分かれ，

各グループでどのように演奏する

か相談する。（１０分間） 

〇Aグループと B グループ，C グルー

プと D グループで，ダンスと演奏

を交代しながら自分たちの「メヌ

エット」を発表する。（２０分間） 

〇演奏に合わせて踊ったり，演奏し

たりして気付いたことや感じたこ

と，また鑑賞して気付いたことな

どを発表する。（６分間） 
〇マイケル氏と杉橋氏からのコメン

トを聞く。（４分間） 
 



〈参考〉授業に使用したプリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※筑波大学附属小学校の平野次郎先生が DVD「楽しく実践できる音楽づくり授業ガイド〈高学年〉」の中で使用されていた

ものを参考にさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※演奏の時に使用しました。 

５年  １組    Cチームの「メヌエット」 
 
 
 
       ド 
 
       ソ 
 
       ド 
 
 
        コード （   C  ）       （    F  ）        （   G   ）        （  C   ） 

 
 
 
 
 
       ド 
 
       ソ 
 
       ド 
 
 
        コード  （   C   ）      （   F   ）        （  G   ）        （   C   ） 

 

 

           

            

            

            

            

            

            

            

ソ 

 ミ 

 

ド 

 

ファ 

 

ファ 

 

― 

 

レ 

 シ 

 ソ 

 

ド 

 

ミ 

 

ソ 

 

ミ 

 

― 

 

ド 

 

ファ

ファ 

 

ド 

 ラ 

 

シ 

 

シ 

 ソ 

 

ド 

 

― 

 

― 

 
― 

 

ド 

ド 

ソ 

ド 

ソ 

ド 

４ つくった４小節の旋律に変化を加えよう 

 

① リズムを変えよう 

      〈四分音符〉              〈付点４部音符や８分音符〉               〈休符〉 

 

 

 

 

② 経過音や音の寄り道をしよう 

 

      基本           →〈経過音〉          〈寄り道＋経過音〉         〈寄り道〉 

 

 

 

 

５ 和音を使ってメヌエットのせんりつをつくってみよう（C/F/Gは入れ替えてもOK） 

選んだ和音のコード（   ）          （    ）          （    ）          （    ） 

６ 続きの４小節をつくろう                               （最後は Cで終わる） 

選んだ和音のコード（   ）          （    ）          （    ）          （ C  ） 

７ せんりつ（メヌエット）をつくってみて気づいたこと，感じ取ったことを書こう 

 

 

 

 

 

            

            

            

            

            

            

            

            

和音の音を選んでせんりつをつくろう（Ⅰ－Ⅳ－Ⅴ－Ⅰ）メヌエット編 ５年           

年  組 名前 

１ 自分のつくるせんりつはどちらのパート？ 

 

 

 

 

 

２ まずは最初の４小節，和音の構成音から音を選んで，音をつないでみよう。 

 

 

 

 

 

 

３ 選んだ音を書き残しておこう 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

   ファ ファ ファ       

ミ ミ ミ       ミ ミ ミ 

      レ レ レ    

ド ド ド ド ド ド    ド ド ド 

      シ シ シ    

   ラ ラ ラ       

ソ ソ ソ    ソ ソ ソ ソ ソ ソ 

   ファ ファ ファ ファ ファ ファ    

ミ ミ ミ       ミ ミ ミ 

      レ レ レ    

ド ド ド ド ド ド    ド ド ド 

      シ シ シ    

主役の旋律 

ハーモニーの旋律 

主役を飾る旋律 

音楽を支える旋律（ベース） 

 

メヌエットのせんりつになるには・・・？ 
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埼玉県川口市立舟戸小学校 

教 諭  村 上  水 絵 

「自分たちのメヌエットをつくろう」 

 
1. 児童のふり返りから 

1-1. 「メヌエット」の⾳楽についてわかったこと 
・3拍子で伸ばしが使われていることが多い。なめ

らかな音を意識することで「メヌエット」感が出る。 

・優雅な音楽で踊れるような曲をつくるのでも，踊

りを踊れる時と踊りづらい曲があるのを知れまし

た。 

・「メヌエット」は流れるようにつながる音と特徴

的なリズムの音楽と知りました。 

・「メヌエット」はシンプルだけど奥深いと分かっ

た。 

・音と音がつながっている。音程がなめらか。 

・「メヌエット」は常に決まったリズムでできてい

て，１拍目，３拍目に強くなる音楽だということが

分かった。また，「メヌエット」はダンスを踊るた

めにつくられた音楽で，つくる時は踊りやすいよ

うな強弱をつくることが大切だと知った。 

 ・３拍だということ以外にも，繰り返しが多く，少

しずつ変化しているということが分かった。 

・「メヌエット」は３拍子で，２つでセットだと分

かった。 

・音楽はリズムが大事でリズムによってすべてが

変わる。 

・「メヌエット」の踊り方，男性・女性の服装とか，

踊る時の舞踏場にいる王様たちの立ち位置が分か

りました。 

・「メヌエット」にはいろいろな特徴がありました。

３拍になっていたり，まとまっていたりしました。 

また，聴くだけだと全然違う音楽だと思うのに，踊

ったりするとどれも踊りやすくて面白かったです。

他にもいろいろな「メヌエット」を聴いてみたいで

す。 

 

1-2. 和⾳を使って「メヌエット」の⾳楽をつく
るときに⼯夫したこと・考えたことなど 
・踊りやすいか，ちゃんと「メヌエット」になって

いるか試した。いい「メヌエット」をつくるには

ちゃんと工夫しないとダメ。 

・陽気な力強い感じの曲ではなく，なめらかなきれ

いな曲になるようリズムや音をあまり激しくした

り上下させたりしないよう工夫した。 

・上がったり下がったり，繰り返しを意識してや

りました。踊りやすく，弾きやすく，聴きやすい音

楽になるよう工夫しました。 

・ゆったりとした音楽つくるために，上下激しくな

らないようになめらかな音程を工夫しました。 

・ ・１回目は３つの楽器でやってだんだん楽器を足

していって，６回目ぐらいに全部の楽器で演奏した

りしました。 

  ・ただ伸ばすだけじゃなくて，タタ（♫）を入れた

りして工夫しました。考えたことは，木琴や鉄琴な

どを入れた方が，ゆったりとした感じやテンポが

つかめて入れた方が良いと思いました。 

・小さなステップを入れながら強弱に気を付けて

なめらかな音楽をできるようにつくったりしまし

た。 

・必ず一定のリズム（３拍子）。踊れるリズムにな

っている。なめらかなきれいな音楽。和音を使わな

いとつくれない音色。 

 

1-3. 伴奏をつけて演奏してみて感じたこと・気
づいたことなど 

・同じコードだから音の重なりが特に違和感がな

い。伴奏と主旋律は互いに音を聴き合うのが必要

と感じた。 

  ・最初にみんなでいきなり演奏するんじゃなく，最

初に 2人くらいが吹いて（演奏）そこからだんだん

みんなで演奏していくという工夫をした。 

・主旋律だけだと何か物足りない感じがしました

が，伴奏を付けると主旋律がより目立ち曲がまと

まった。 

・みんなで演奏すると音楽が広がって踊りやすく

なったり，リズムが取りやすくなったりした。 

・主旋律とリズムだけだと支える柱がなくバラバ

ラになってしまいますが，伴奏があることでまと
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まった曲になるから伴奏は大事だと思いました。 

 ・伴奏がある方がよりエレガントで素敵な「メヌ

エット」になりました。色ごとに分けずにやりた

い音だけやっているときれいに重ならず聴きづ

らくなるので，色ごとにやるのが大切だと感じま

した。 

 ・（音楽が）止まってしまうと踊る人も止まるこ

とに気付き，止まらないようにすればいいと思

いました。 

 ・みんなと息が合って，もっと仲良くなった気が

しました。 

  ・主旋律に合う音で伴奏をしていたので，より

色々な音が重なり合って良いなと思いました。自

分は主旋律だったけれど，伸ばしている時などに，

伴奏の一定のリズムが聞こえてきました。 

  ・伴奏を付けて演奏してみて，私は伴奏を付けて

演奏すると，主役のメロディーがもっと際立って，

さらに主役らしく目立たせることができるなと

思いました。 

 ・少し速くなると踊りづらくなることや，音をよ

く聞かないとダメなことが分かった。 

 ・様々な音が重なって一つの音楽をつくりだし

ていくことが楽しかった。 

  ・最初は少しバラバラになっているような気がし

たため，主旋律の楽器のリズムに合わせるように

して，自分の楽器を弾くようにした。そのおかげ

で最初の時よりもだいぶ一体感が出てきた。伴奏

を付けることで，なめらかになり，より「メヌエ

ット」に近づいてきた。 

 ・伴奏があることによって曲のイメージが変わ

ったことに驚いた。 

 ・皆と合奏してみて，自分で練習している時より

も聴こえ方が全然違った。 

 ・伴奏を付けたことで，いろんな音（音色）が合

わさり「メヌエット」ができていることを感じま

した。 

  ・メインの音だけだと少し寂しい感じがするので

すが，伴奏を付けて弾くことで華やかさが増しま

した。それに，楽器をずっと鳴らしたり，メイン

の音をずっと弾くのでもいいけど，一音だけ弾く

や，休みを入れることによって，もっと良くなる

ことが分かりました。 

 
 
1-4. バロックダンスを教えてもらっての感想 

 ・私はバレエを習っているが同じような動きがあ

りバレエの派生ということに納得した。手の伸

ばし具合などが難しかった。 

  ・（第 1時で）先生に教えてもらったのより細かく

て大変でした。難しかったけど最後はしっかりで

きました。 

・リズムについている踊りでもめっちゃ工夫され

ている。踊るとき難しかったけど楽しかった。 

・バロックダンスを一番頑張りました。なぜなら

最初は先生の見ながらやったので，全然踊れてな

かったけど，祥子さんが踊る前に基礎を教えてく

れてとても分かりやすく，上手く踊れました。 

  ・バレエと似ていたので，昔のダンスは今も受け継

がれているのだなと思った。ダンスにも歴史があ

ると分かった。 

・２のタイミングと６のタイミングにかかとを踏

むから，その踏むタイミングが難しいと思いまし

た。 

・バロックダンスの歴史や曲風について教えても

らい，つながることで一体感があるなと思いまし

た。 

・バロックダンスは二人でやり「Ｚ」の形に移動し

ながらやることが分かった。 

  ・昔の人の衣装やバロックダンスの由来など，とて

もていねいに教えてくれました。昔の人は下が見

えない衣装を着ていたのにダンスを踊っていたの

に驚きました。 

・歴史があるんだなと思いました。同じリズム繰り

返しで踊りやすいなとも思いました。 

  ・バロックダンスを教わる前は，名前も知らなかっ

たけど，教わって，バロックダンスはすごく単純な

動きだと知ったけど，その動きの中にもさまざま

な思いが込められているのだろうなと思った。 

・私はバレエをやっているんですが，馴染みのある

ものが出てきて驚きでした。 

  ・「メヌエット」のダンスは「いかにどうやってき

れいを生み出せるか」で，腰を落としたり，背伸び

をしたりと，きれいな踊りが出てきてすごいなと

思いました。 

・フランスの方の貴族のダンスを知ることができ

て，興味をもった。 

・踊るとなぜか楽しくなって，C(グループ)の人達

の伴奏がノリが良かった。 

・今まであまりやったことがなかったので，杉橋さ

んに教えてもらったので，大好きなダンスなりま

した。 

  ・歩いて少し足を上げるというだけの動作のイメ

ージだったので，簡単かな？と思っていました。実

際やってみるとタイミングが難しく苦戦しました。

また，今回踊った部分以外にも基本の動きや色々

な動作があったので深いなと思いました。 
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1-5. マイケルさんとともに⾃分たちの「メヌエッ
ト」を演奏してみての感想 
・主旋律の楽器とはまた違ってもっと厚みが出た。

バイオリンはオーケストラなどで使われることが

多いから，新鮮で高級感があった。 

  ・バイオリンがあることで，また新しい曲風にな

っていて，楽器が変わることで曲全体もこんなに

変わるのかと驚いた。 

   ・「メヌエット」がより優雅でエレガントにな

りました。１回しか聴いていないのに素敵な音楽

をつくり，弾くことができてすごいと思いました。 

 ・他のこともそうですが，音楽は心を合わせるこ

とが大切だということが分かりました。 

  ・マイケルさんにアドバイスをもらって（演奏し

てもらって），より良い「メヌエット」になったと

思います。目の合図で始めるととても息が合った

気がしました。  

  ・自分たちの演奏だけでもけっこう「メヌエット」

っぽくなっていたけど，マイケルさんのバイオリ

ンが追加されると，より「メヌエット」になって，

一つの楽器が入るだけでしっかり音楽になるこ

とが分かった。 

  ・バイオリンを入れることでゆったりとした音楽

になり，バロックダンスを踊れるような音楽のよ

うだと思いました。 

  ・マイケルさんと自分たちの「メヌエット」を演

奏してみて，色々な楽器が合わさるからこそ出せ

るきれいな音色を見つけることができました。自

分たちで演奏していた時の音色はまた違う良さ

がどっちもありました。 

  ・マイケルさんは私たちに合わせようとするから，

初めて一緒にやってもできるんだと思いました。

なので，私も人と合わせるようになりたいです。 

  ・主旋律が大事だということ。他の楽器と主旋律

を演奏すると，また違う「メヌエット」ぽさが出

せたなと思った。 

  ・マイケルさんは自分たちの最初の「メヌエット」

にアドバイスをしてくれたため，その通りにした

ら，だいぶ良くなったので驚いた。さらにマイケ

ルさんのバイオリンと合わせた自分たちの「メヌ

エット」は本当の「メヌエット」のようになめら

かできれいだった。 

  ・マイケルさんは１回聴いただけで，この曲に合

う和音は・・・などわかって演奏していて，一人

一人の音を消さないようにしていてすごいなと

思いました。 

・自分たちの「メヌエット」とマイケルさんのバ

イオリンが入ってきれいな音色になりました。 

・いろいろなアイデアがもらえて嬉しかった。 

・マイケルさんのバイオリンが自分たちの演奏を

輝かせてくれたと思います。 

・マイケルさんが自分たちの「メヌエット」を弾い

てくれることが嬉しかった。 

  ・マイケルさんが的確なアドバイスをくれました。

マイケルさんのバイオリンがとてもきれいな音色

でアリーナ中に響いていました。 

 
1-6. この学習を通して考えたこと・気づいたこと
など 
・同じなめらかな楽器で演奏する音色のきれいさ

と，踊る人のことを考え作曲すること。 

  ・他の人の音をよく聞くことが大切とよく分かっ

た。和音は重なりが大事だと感じた。挨拶の時も和

音を意識して聴いてみようと思った。（注：音楽の

授業の初めに和音で挨拶をしています。） 

  ・ぼくはこの学習で音楽の楽しさに気付きました。

今までは音楽があまり楽しくなかったけど，真剣

にやるとすごく楽しかったです。 

・曲づくりは難しい・・・→普段聴いている曲も作

曲している人の思いが詰まっていると思った。 

・このように音楽の様々な在り方が分かった。もっ

と違う音楽も知りたい。 

  ・「メヌエット」は聴いたことしかなく，エレガン

トな曲だなと思っていたけど，実際にエレガント

さを出すためには心を込めてやることが大切だと

思った。工夫をすることで，いろいろな変化が感じ

られることを知った。 

・和音の重なりはとても大切だと思いました。また

つくってみたいです。 

・マイケルさんにポイントや，「やった方が良いよ」

とかを言われて，実際に弾いてみると，マイケルさ

んに言われたポイントが役に立ちました。マイケ

ルさんと一緒に「メヌエット」をやれて楽しかった

です。 

  ・「メヌエット」という音楽は，一人じゃ作れない

なと思いました。みんなでつくったり，みんなに踊

ってもらったりするからこそ，この音楽の良さが

出るなと思いました。 

・音楽やダンスにはいろいろな種類があるという

ことが分かった。 

  ・「メヌエット」とバロックダンスは教えてもらい，

実際にやるだけでなく，友達やたくさんの人と一

緒に心が深まると思った。 

  ・色々な音が交わってその組み合わせを考えるの

が面白かった。もっと長い音楽なども作ってみた

いと思った。 

・他の国の音楽は素晴らしいことが分かった。また
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他の国の音楽も調べたい。 

 ・この学習を通して「メヌエット」や和音の特徴を

知ることができた。また，和音のよさを知り，多

くのリズムをつくれることを知った。次は和音を

使って別の旋律をつくりたい。 

 ・バロックダンスの３拍子に合わせるのは何故かな

と思った。 

 ・「メヌエット」は休符や寄り道，経過音など様々な

工夫でできていると気づきました。 

 ・リズムは音楽を生む。音楽はいろいろな音（和音）

を響かせている。 

 ・バロックダンスはルイ１４世からルイ１６世の時

代のものだと分かった。教えたいと思った。 

 ・この学習をしてみて，新しい気づきもたくさんあ

りました。今までやっていたことの新しいやり方

を知った感じです。一人で音楽をつくるのではな

く，みんなでつくるというのがポイントだったと

思います。自分のやること，演奏することに一生

懸命で集中するのもいいですが，みんなで感じて

合わせる音楽も大切だなと思いました。 

 

２. 授業者より 
・児童のふり返りからもわかるように，まず実際に

踊ってみて音楽を体感することで様々な気付きが

生まれている。また，「メヌエット」の歴史的背景

を学ぶことで，より「メヌエット」に対する興味が

持てた児童もいる。和音の構成音を選んで旋律を

つくる際，ほとんどの児童が「メヌエット」らしく

なるにはどのように音をつなげていけばよいか，

深く考えながら音を選んでいた。 

グループでの話し合い活動に入り，主旋律を決

め，伴奏をつける作業に入ると，実際にグループの

うち二人が「メヌエット」を踊り，それに合わせて

主旋律を演奏してみて，いかにしたら踊りやすく

なるか，何度も旋律の動きを変えてみているグル

ープがあった。また和音を使うことで，伴奏の音を

どのように組み合わせても他の旋律と合うという

ことに多くの児童が気付いている。 

研究授業当日，杉橋祥子氏よりバロックダンス

のレクチャーを受けると，授業者では教えられな

い専門的な知識や具体的な細かい動きを教わり，

児童の「メヌエット」への気付きはさらに深まって

いった。杉橋氏がバロック時代の衣装を着用して

踊ってくださったことで，より児童の関心が高ま

った。また，バレエを習っている児童が，バロック

ダンスが現代踊られているバレエとつながってい

ることに気付いたことも興味深い。 

 マイケル氏からは，グループごとにとても丁寧

なアドバイスをいただいた。「息を合わせるために，

お互いをよく見て，お互いの音をよく聴くこと。」

分かっているようで実はあまり意識していなかっ

たことに，多くの児童が気付かされ，みるみる演奏

が変わっていったのには驚かされた。外国籍で日

本語があまり理解できず，演奏にうまく参加でき

ていなかった児童のことも，マイケル氏がすぐに

見取り，１拍目に音を鳴らす提案を彼にしてくれ

たことで，表情が見る間に変化し，生き生きと演奏

に参加できるようになった場面を目の当たりにす

ることができた。マイケル氏が児童のつくった「メ

ヌエット」をバイオリンで一緒に演奏した時の児

童の感想を見れば，ＴＡＳモデルで，プロの芸術家

と児童が共に授業を行うことが，いかに意義深い

ことであるかは明白である。 

全体を通して，児童が文字通り主体的に取り組

み，仲間と協働して学ぶことのできた授業になっ

たと思う。 

今回の授業を提案してくださったマイケル氏を

はじめ，杉橋祥子氏，通訳の堀氏，協力者の先生方

に心より感謝の意を表したい。授業者にとっても，

児童にとってもまたとない貴重な学びの機会とな

った。 

 

３. 参観者（教師）からの感想 
・素晴らしい授業をありがとうございました。興味

深く見せていただきました。創作や音楽づくりの

題材として「メヌエット」があり，それを身体表現

や歴史背景とともに学ぶ。とても素敵な取り組み

でした。 

  私自身も「メヌエット」のステップを初めて体験

しましたし，ステップと音楽が結びついていると

いうことも知識でしか知らなかったので勉強にな

りました。 

  より児童の創作のクオリティが高まり，ステップ

の体得，メヌエット演奏の実力が上がると，さらに

ねらいとする力が付くと思いますが，時間は限ら

れており，本当にお忙しい中だと推察します。この

授業が多く実践され，単元の中でも必要事項を精

査し，配列を考え，よりよく児童に音楽的な力がつ

くように指導できるようになるべきであり，その

価値のある素晴らしい授業だと思いました。 

  数多くあるジャンルの一つとしてのメヌエット

ではなく，生きた音楽としてのメヌエットが児童

たちに体得されていることが見える授業でした。

ワルツでもカノンでもボレロでもこのように学習

できれば良いですね。（中学校教諭） 

 



 

 
41 ⾳楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5⽉ 

〇最初のゲストの方の衣装がとても効果的でした。

今日の学習の空気を一気に作り上げ，３００年前

の音楽文化を学ぶ気持ちが持てたと思います。男

性用の衣装やかつらもあったらと思ってしまうほ

どでした。 

〇踊りの説明は，ステージに講師の方が上がられ

たので，足元が見えやすくなりました。 

 〇音楽づくりの方は，とても丁寧なワークシートで

手順が分かりやすく，リズムパターンや経過音等

の見本を真似て，どんどん工夫し発展していける

もので，素晴らしいと思います。また，Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ

をＣ，Ｆ，Ｇとコードとして扱うことで，中学校の

ギターの学習につながっていけるので，とても効

果的だと思います。特にＣ班の２小節目の１拍目

の「シ」の掛音がステキでした。またＢ班の伴奏パ

ートでずっと四分音符を刻んでいるのも良かった

です。（速くなってしまっていましたが…）どの班

も工夫されていてステキな音楽が生まれていて素

晴らしかったです。 

  〇演奏の方は，つくった旋律がいろいろな楽器で演

奏されていて，楽器の組み合わせを考えて楽器を

自由に選んだところに工夫を感じました。演奏の

練習は，Ｂ班を見ていると，どうしても拍がそろわ

ず速くなってしまうパートがあったので「１，２， 

３，４，５，６」と声をかけさせていただきました。 

 〇発表ですが，Ａ班の演奏に合わせてＢ班が踊り，

Ｃ，Ｄ班が鑑賞するというスタイルがとてもよか

ったです。メヌエットを学び，音楽をつくり，踊り

を覚え，そのすべてが最後に一つに融合すること

ができました。オリジナルの作品ができた達成感

やお友達の音楽で踊る楽しさ，それを鑑賞して味

わう。学習のまとめとしてとても有意義だったと

思います。ただ，拍感のまだ弱い子ども達にとって

は演奏も踊りも「合わせる」ことが難しかったよう

に感じました。明確な１拍目をタンバリンなどで

提示し，拍に合わせる意識を持たせる支援が必要

だったかもしれません。 

 〇マイケルさんのバイオリン，もっと聴きたかった

です！バイオリンの音色はやはりメヌエットの世

界を表現するのに合っていて，マイケルさんが求

めた「優雅さ」をとても感じられる音色だと思いま

した。とても効果がありました。 

このように，自分たちのつくった音楽で実際に

踊ることで「メヌエット」の音楽本来の役割を体験

でき，見事にメヌエットが完成した感じです。３０

０年前の音楽文化を体現出来て，とても深い音楽

の学びができた学習でした。（小学校教諭） 
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ワークショップ・ファシリテーター 

マイケル・スペンサー 

 

メヌエットについて 

 
昨年（2023 年）12 月 8 日、私は川口市

立舟戸小学校を訪れる機会に恵まれまし

た。 その目的は、同校の教員の一人であ

る村上先生の授業の最終段階を見学し、お

手伝いすることでした。その年の初めに、

「新しい音楽教育を考える会」が主催する

メヌエットをテーマとした私のワークシ

ョップに，村上先生が参加してくれたこと

があります。私のワークショップのテーマ

は古典のメヌエットで、彼女はその後，授

業でこのメヌエットを生徒たちと共有し

たのでした。 

 

私がメヌエットをテーマに選んだのは、

川崎市のミューザ・シンフォニーホールか

らの依頼がもとになっています。ミュー

ザ・シンフォニーホールではコミュニティ

活動としてのプログラムが確立されてい

て、私も数年にわたりこのプログラムに貢

献してきました。 ミューザは私に、ここ

で行われるコンサートと関わった活動を

してほしいと依頼してきていました。その

結果，私が選んだのは、モーツァルトの音

楽を取り上げたコンサートでした。その中

から私は、モーツァルトの「セレナータ・

ノットゥルナ，ニ長調 K.239」の中の『メ

ヌエット』を選びました。 その理由とし

て私は、クラシック音楽には，このような

例（メヌエット）がたくさん含まれている

ので、参加者は私のワークショップでの経

験を他の曲にも応用できるだろうと考え

たのでした。 

 

私は、ワークショップを特定の作品に結び

つけることに特に関心があります。 これには

２つの理由があります。 

1. 歴史上、どの作曲家もどこかで先人の作

品を取り入れてきました。それは作曲を

学ぶ上で欠かせないことなのです。どの

作曲家も、音楽的なアイディアをもとに

音楽をつくり上げていく独自の方法を

持っているのです。ワークショップの参

加者は、創造的な探求のプロセスを通じ

て，ある一つの作品がどのような働きを

持つかについて，より深い理解を得るこ

とができます。 

2. ある作品を扱うことで、参加者はその作

品が置かれているより広い文化的背景

を理解するようになります。これは重要

なことです。なぜなら、どんな音楽も単

独で書かれたものではなく、多様な影響

の産物だからです。生徒たちが大人にな

るにつれ、音楽や芸術の文脈や関連性を

知ることは、自分たちがより広い世界の

中でどのような位置づけにあるのかを

理解するのに役立つのです。 
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私は、ビジネス界で働く大人たちとの活動

を通じて、学生時代に音楽や芸術に触れたこ

とが、実際にはほとんど彼らの記憶に残って

いないことを発見しました。このような人格

形成期に，音楽作品の文脈を明確にすること

は、豊かな学習経験をもたらすだけでなく、

人生の後半になってその関連性を明らかにす

ることにつながると考えられます。 

 

ワークショップで最初に18世紀のメヌエッ

トのステップを経験してもらったのは、こう

した理由からでした。 これはモーツァルトの

音楽の文脈を理解してもらうだけでなく、ダ

ンスにおける拍，テンポ、拍子の重要性を強

調するものでした。 

ダンサーが踊るためには、安定した、ゆる

ぎのない拍が必要であり、正しいテンポは極 

めて重要です。また、メヌエットの拍子には、

ワルツの３拍子とは微妙な違いがあります。

これは３拍子が２つ合わさった，より「複合

２拍子」的なダンスのステップを見れば明ら

かです。これらの要素がすべて揃うと、ダン

サーが魔法で床から浮き上がりそうになるの

です。 

 

また、メヌエットは「エレガント」なダン

スでもあります。 17世紀、ルイ14世のヴェル

サイユ宮殿で人々が着ていた服装や、彼らが

踊る退廃的な環境は洗練を要求し、特に上手

に踊れるかどうかがその人の社会的地位を反

映することになっていたのです。 こうしたフ

ランス宮廷の影響は、その後ヨーロッパ全土

に波及していきました。 

 

（訳：坪能由紀子）  
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共立女子大学 

杉橋祥子 

「自分たちのメヌエットをつくろう」 

～音楽づくりとバロックダンスからのアプローチ～

1. はじめに 

近年、TAS モデル授業では、コード進行を

伴わないペンタトニックや旋法を用いてつく

った音楽に Supporter を交えて演奏する事例

などが数多く発表されてきている中、今回、

「自分たちのメヌエットをつくる」という音

楽づくりは筆者にとって意外なテーマであっ

た。 

リズム的要素の強い舞曲のメヌエットはど

ちらかと言えば鑑賞する、演奏する、踊るもの

だという固定観念があったからかもしれない。

実際、小学校ではメヌエットは 2 年次より鑑

賞教材として登場している。 

そのような中、今回の授業は、 

① 和音の構成音を使ってメヌエットのメロ

ディーをつくり、それに合った伴奏をつけ

て演奏する。 

② バロックダンスでメヌエットを体験させ

ることにより、そのリズムや雰囲気を体

で感じ取る。 

③ ①でつくったメヌエットを演奏し、それ

に合わせて②で体得したバロックダンス

のメヌエットを踊る。 

という３つの段階で構成され、①のつくる活

動に加えて、②のバロックダンスからも音楽

にアプローチするという２つの側面からの音

楽づくりになっており、集大成として③自分

たちのつくったメヌエットでダンスを踊る舞

踏会という様に授業が発展していく構成とな

っている。さらに、今回の TASモデル授業で

は、②の活動で、Supporterによるダンスの指

導を入れることにより、その音楽のルーツで

あるダンスを実際に踊るという活動を加える

ことで、メヌエットのリズム感や雰囲気を体

得する事に加え、それに付随する当時の時代

背景まで学びの幅を広げることが期待できる

様に考慮した組み立てとなっている。また、集

大成での舞踏会は、子ども達の興味・関心や、

表現を高めることへの大きな可能性を感じさ

せるものである。 

２. メヌエットをつくって踊ることから学ぶ 

２-1. メヌエットの音楽とバロックダンス 

⑴ メヌエットの音楽 

メヌエットの音楽は、もともとバロックダ

ンスとして踊られていたメヌエットの伴奏と

して演奏されていた曲である。 

バロック時代に流行したダンスはその後廃れ

てしまったが、メヌエットの音楽は生き残り、

古典派時代には、ソナタや組曲、交響曲などの

一曲として取り入れられている。 



 
45 ⾳楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5⽉ 

メヌエットの音楽は、そのステップに合わ

せて構成されている。楽譜は 3 拍子で書かれ

ているが、３×２小節分の 6 拍がステップの

１サイクルであるため、2小節分が１フレーズ

となっている。例えば有名なベツォルトのメ

ヌエットの楽譜を見てみよう。 

 

 

 

楽譜では 4 分の 3 拍子と書いてあるが、音楽

のフレーズは２小節ずつになっており、３×

２小節分の１サイクルのメヌエットのステッ

プと合致する。メヌエットの音楽は伴奏であ

るため、音楽の方が主になることはない。伴奏

らしく、ダンスが主になるような音楽になる

ことが必須である。また、ダンス自体が跳躍や

大きな動きを伴わないため、曲全体が派手過

ぎず、ボリュームを抑えた静かな雰囲気で、ゆ

ったりとしたテンポ、小規模でひかえめな曲

調、シンプルな構成が特徴と言える。今回の授

業の中で最も基本の和音である、C・F・Gの

和音構成音をもとにつくられたメロディーは、

前述のメヌエットの音楽の特徴に合っており、

また、子ども達がメロディーをつくる上では、

音の構成が違和感なく作ることができるので

はないかと思われた。伴奏に使われていた楽

器も、過度に鳴りすぎず、曲の雰囲気に合って

おり、曲をつくる前に、Teacherからの指導に

より、メヌエットの成り立ちや特徴をよく理

解してからつくられていると感じた。 

 

⑵ バロックダンスのメヌエット 

「メヌエット」は、17 世紀から 18 世紀にか

けて、ルイ 14 世の時代のヴェルサイユ宮殿な

どで開かれていた舞踏会の花形として一世紀

以上にもわたり踊られていた代表的なバロッ

クダンスである。同じステップの連続で踊れ

ることから、舞踏会においても主流のダンス

であった。 

メヌエットは 1 組の男女によって踊られる

ダンスで、当時の舞踏会では貴族である男女

のペアが 1 組ずつ国王の前に進み、非常に儀

式的にメヌエットを踊っていた。その踊る順

番も貴族の序列に従って決められていた上、

細かな決まり事も多く、ダンスの力量やマナ

ーを通して教養や品格を問われるものであっ

た。 

このようなバロックダンスは、フォークダ

ンスのように伝承という形で踊り継がれたも

のではなく、当時のステップや振付などを記

述した舞踏譜 1)が現存しているお陰で、今日当

時の踊りを再現することができているのであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［図 1］「La Bourée d’Achille」の舞踏譜 1）  
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今回の授業では、Supporterによるバロック

ダンスのレクチャーと実践指導により、バロ

ックダンスの基本知識を学んだ後、基本動作

とメヌエットのステップを習得し、自分たち

でつくった音楽に合わせてバロックダンスの

代表的なフィギュアである、Zのフィギュアで

踊れるようになることを目標とした。 

 

⑶   音楽づくりと動きの融合 

今回の TASモデル授業のように、舞曲をテ

ーマとして音楽づくりに動きを加えた活動を

加えることは、自分達がつくった音楽をより

躍動感のある表現につなげることができるの

ではないかと感じた。また、音楽に合わせて踊

る、ということは、その音楽の拍節感やフレー

ズ感を意識させることもできる。      

日本におけるバロックダンス研究の先駆者

でもある浜中康子氏が 

「バロック時代の舞曲には、西洋のリズムの

源泉を見いだすことができるといっても過言

ではありません。１つの歴史的な様式観をも

つジャンルの楽曲に、多角的にアプローチす

ることによって、その学習を土台に表現の創

造性が個々に育てられ、開花するのではない

でしょうか。」2） 

と述べているように、音楽づくりと動きの融

合による活動には、時間を要するという課題

を抱えていることは否めないが、この特別な

授業である TASモデルだからこそできる取り

組みであると考える。 

 

 

 

 

1. Supporterのプロフィール 

今回、筆者は本授業の Supporter として、

主にバロックダンスのレクチャーと実践を担

当した。 

筆者は東京藝術大学器楽科チェンバロ専攻

（現古楽科）の在学中より、演奏するバロック

時代の舞曲について、そのルーツであるダン

スやリズムに関心を持ち、同大学大学院音楽 

研究科では、舞曲の理解におけるバロックダ

ンスの舞踏体験の意味について、音楽教育の

視点から研究を深めた。その際、日本における

バロックダンスの先駆者である、浜中康子氏

に師事し、ダンスの指導を受けている。 

現在は大学での指導のほか、公開講座や大

学のゲストスピーカーとして、バロックダン

スやその時代背景などのレクチャーや実践を

行っている。 

 

２．TASモデルにおける Supporterの役割  

2-1 レクチャー 

 今回、おそらく子ども達の誰も生で見たこ

とがないと思われる、このバロックダンスに

まず興味・関心を持ってもらうにはどうした

らよいか考えた結果、当時の衣装を身に着け、

ダンスの様子を見せながら登場することとし

た。子ども達には同時に、当時の雰囲気も視覚

的に捉えてもらえるのではないかと思ったか

らである。担任教諭の協力を得て、Supporter

である筆者と、正式なスタイルである男女ペ

アによるメヌエットのステップを踏みながら

登場した。その際、Supporterは当時の舞踏会

で着用されたものと同じ形のドレスと髪飾り

を着用した。 
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（写真があり、掲載 OKであれば載せる） 

 

 

 

 

「最初登場したとき、当時はこんな風だっ

たのかなと考えました」児童から終了後にも

らったお礼の手紙には、このように書かれて

いた。 

その後、PowerPointと DVDによる映像を

交えながら、下記の項目について 20分弱程度

のレクチャーを行った。 

第 1 部バロックダンスとメヌエットのお話 

１．バロックダンスについて 

２．舞踏譜について 

３．メヌエットについて 

４．衣装について 

第 2 部貴族になった気分でバロックダンス 

を体験しよう！ 

１．基本の形（足・腕） 

２．基本の動作 

３．メヌエットを踊ろう 

このレクチャーでは、できるだけ簡潔に、わ

かりやすい言葉を使って説明するよう心掛け

た。 

第 1 部の１～３は、歴史的視点から、バロ

ックダンスの発展とメヌエットについて画像

や舞踏譜、実際のダンスの様子なども短い時

間ではあるが、DVDで提示しながら説明した。 

4に関しては、着用していた衣装を見せなが

ら、当時の衣装の特徴を説明した。画像ではな

く、実際にドレスを見ることで、そのボリュー

ム感や装飾、色や雰囲気などを見ることがで

き、衣装についての説明は子ども達にとって

興味深かったようである。 

第 2 部では、この後の実践に向けての内容

についてだが、聞きなれない単語が出てくる

ことや、その後の実践時に体を動かしながら

の方がよいと考え、最小限の説明にとどめた。 

子ども達は非常に静かに聞いてくれており、

後の感想でも、バロックダンスがどんなもの

であるか、よく理解してくれたようであった

が、録画映像で振り返ると、時間内で必要なこ

とを説明しようとするあまり、少々早口にな

っていたのは反省すべき点である。 

 

2-2 ダンスの実践 

 レクチャーの第 2 部で提示した項目に従っ

て、実践を行った。 

まず、全員一緒に１の基本の形（足、腕）に

ついて、まず足の５つのポジションを、第１の

ポジションから順に第 5 のポジションまで、

履物で形を提示しながら説明した後、できて

いるかをまわって全員確認した。この足のポ

ジションは、ステップを行う時、必ずいずれか

のポジションを通過するため重要な形である。

次に、腕の３つのポジションについても、筆者

が見本を見せたのち、できているかを確認し

た。しかし今回は、足のステップと腕の動きを

同時にすることは難しいため、腕のポジショ

ンについては、手のひらが上か下かのエレヴ

ァシオンという単純な形の方で行うこととし

た。 
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今回 Teacher により、一度メヌエットのス

テップを経験しているだけあって、身体を動

かすことに抵抗なく、むしろ楽しんでやって

いる子ども達が多く、事前の経験の大切さを

感じた。 

次に、基本の動作、プリエとエルヴェを説明

しながら見本を見せた後、できているか全員

確認した。この時、膝を曲げるプリエから脚を

伸ばす動きがエルヴェであり、この動きがダ

ンスの開始時に曲の一拍目、つまり強拍にあ

たることから大事な動きであることも加えて

説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、いよいよメヌエットのステップで

ある。まず、ステップが、開始のポーズ→プリ

エ→エルヴェのドウミ・クペと、エルヴェの状

態で歩くパ・マルシェであることを説明した。 

 

 

https://youtu.be/ZkEZ4XTqA0k 

それぞれのステップの見本を見せたのち、

ここからは音楽づくりの A、B、C、Dのチー

ムごとにステップの確認をした。各チームで

は円になり、途中からヴァイオリンや電子ピ

アノによる音楽にも加わってもらい、音楽に

合わせて踊れるように練習した。 

次に最終段階である、Zのフィギュアである。

向かい合っているペアの一組が Z の両端から

対角線を進んで中央ですれ違い、また離れて

いくという軌跡をメヌエットのステップで進

んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これをチームごとに確認、練習し、また音楽

にも入ってもらった。ここでは、今まで全員で

円になり単純にステップを踏んでいたのが、

急に一人ずつになった上、Zのフィギュアの道

筋を通らなければならなくなったため、多少

子ども達には負担が多かったかと思ったが、

それよりも音楽に合わせることの方が難しか

ったようであった。「初めは、かんたんに見え

たバロックダンス、音楽に合わせておどるの

がきれいに見えました。ですが、やってみると

リズムがつかめなくて大変だな、と思いまし

た」と感想に挙がっていたように、音楽と踊り

を別々にやるのと、その音楽、つまり拍に合わ

せて踊る、というのは子ども達にとっては別

物であり、音楽に合わせて踊るほうがはるか

［図 2］ピエール・ラモ著『ダンス教師』より 3) 

（左）プリエを行った体勢 
（右）エルヴェを行った体勢 

［図 4］Zのフィギュアの動き 

［図 3］メヌエットのステップ動画 
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に難しかったようであった。もちろん中には

すぐに音楽に合わせて踊ることができる子ど

も達もおり、個人差が出てしまうため、

Supporterは常に子ども達の状況を見て、取り

残されてしまう子がないように気を配らなけ

ればならないと感じた。 

その後クラスごとに、自分たちでつくった

音楽の演奏と、ダンスの舞踏会が開かれたが、

やはり音楽と合わせて踊ることが楽しそうな

子と、少々不安げにステップを踏んでいる子

が見られ、音楽づくりと動きの先にある、融合

については、まだまだこれから考えていかな

ければならないと思った。 

３ まとめ 

今回の TAS授業では、子ども達に、音楽は

奏でるだけでなく、そのルーツである踊りを

知ることで、音楽に合わせて踊る楽しさも感

じて欲しいと思っていた。そしてその音楽が、

自分たちでつくったメロディーや伴奏であっ

たら、その楽しさや学びは倍増するに違いな

い。 

授業では、子ども達の、聴き方、動きへの順

応性、拍や音への反応のよさに驚いた。また、

他のチームの音楽やダンスについても活発な

発言が多く見られた。これは日ごろから音や

動き、また教室外での活動に積極的に参加し、

観察する力が身についているのではないかと

思われた。実践の際、わからないときはわから

ないと素直に手を挙げたり、舞踏会での感想

もはっきり発言できる子ども達が多く、受け

身ではなく、学ぼうとする姿勢が多く見られ

て感心した。 

一方、筆者は沢山の子ども達にこのような

バロックダンスについてのレクチャーや実践

を行うのが初めてであり、時間の設定を細か

く考えて臨んだが、やはり時間的に実践の時

間をもっととるべきであったと強く思った。 

特に、下記の 2 点については、今後の課題と

すべき事項である。 

① メヌエットのステップを練習する際、最初

から子ども達がつくったメロディーを演

奏してもらい、それに合わせて踊るように

すれば、より音や拍に対しての意識が向け

やすく、音楽とダンスが早く身に付いたの

ではないかと思われた。 

② ペアの二人を、正式なスタイルの、一人ず

つ両端からステップを始めるようにした

が、一人ずつだと不安そうな子ども達が多

く、そのため動きも慎重になり、本来の、

音楽に合わせて踊る楽しさを半減させて

しまった可能性も否めない。今回のような

TAS授業では、多少アレンジしたスタイル

として、ペアの二人で一緒に Zのフィギュ

アを進む、という設定もあってよいかもし

れない。 

最後に、今回多少の課題は残ったものの、充実

した授業となったのは、Teacherによる綿密な

計画と事前の指導に対して、明るく元気で積

極的な子ども達が多く、また、担任の先生方の

温かい見守りによりのびのびと活動ができる

安心感などが相まったのではないかと思われ

た。音楽づくりと動きについて、筆者にとって

も学びが多く、今後の活動に大きな可能性を

見いだすことができ、思い出深い一日となっ

た。最後に子ども達の演奏に合わせてメヌエ

ットを踊っている動画を掲載する。 
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https://youtu.be/-uX7mWiFmuo 

 

1）L.G.ペクール編纂「舞踏譜集」（1700 年） 

2）浜中康子著「ダンスから音楽の表現を学ぼ

う」p.97、音楽之友社 

3）P.ラモー著「ダンス教師」(1725年)  

 

 

 

［図 5］子ども達の演奏に合わせてメヌエットを踊
る担任教諭と筆者 

 



 

 
51 ⾳楽の授業づくりジャーナル  第10号 2024年 5⽉ 

 
山梨大学 小島千か 

「自分たちのメヌエットをつくろう」を参観して 
       つくった音楽とバロックダンスのコラボレーション 
 

1. 授業の概要 

 本題材は、メヌエットの歴史的背景や舞踏

としての身体の動きを学ぶとともに、舞踏の

伴奏音楽であるメヌエットを自らつくること

による深い学びが目指された。最終的には、つ

くったメヌエットの音楽に合わせて舞踏（バ

ロックダンス）を王様の前で披露する舞踏会

が開かれた。参観したのは、第４時の Adviser 

兼 Supporter の杉橋祥子氏によるバロックダ

ンスについての講義とステップの実践、およ

び、第５時のグループでつくった音楽の最終

練習とその音楽に合わせてバロックダンスを

王様に披露する部分である。 

2. 授業の内容とその実際 
2-1. バロックダンスの講義と実践（第４時） 

 第 4 時は、第５学年の３クラス合同で、バ

ロックダンスの講義と実践が体育館で行われ

た。最初に Adviser 兼 Supporter のマイケル・

スペンサー氏が「Hello」「Good Morning！」

と登場すると、子どもたちは大盛り上がりで、

マイケル氏も「英語は大丈夫？」など英語と日

本語を交えながらの対話で楽しい対面となっ

た。Teacher の村上水絵氏の「舟戸小学校の舞

踏会の始まりでーす」に続いてマイケル氏が

ヴァイオリンでメヌエットを弾き、杉橋氏が

ドレスを纏い担任教師のエスコートで登場し

た。「ワー！」と子どもたちの歓声が上がった。

前半は「貴族になった気分でメヌエットを踊

ろう」と題して、バロックダンスの歴史、基本

の形や基本の動作がスクリーンに映し出され、

男女一組で踊るもの、３拍子だが６拍で一ま

とまりのダンスであることなど知識の確認が

行われた。後半はステップの指導となり、全体

でステップの確認が行われ、マイケル氏のヴ

ァイオリン演奏に合わせて踊った。体育館の

床には Z の印があり、両端から二人が踊って

きて、出会って別れていくものであった。 

 

2-2. 最終練習と舞踏会の概要（第５時） 

 引き続き体育館で５年１組、２組、３組と順

番に３つの授業を見学させていただいた。授

業の流れは以下の通りである。 

① ４つのチームに分かれ、チーム毎につく

ったメヌエットの主旋律と伴奏を合わせ

る練習を 15 分程度行った。 

② つくった音楽を演奏するチーム、その音

楽に乗って踊るチーム、王様として演奏
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やダンスを鑑賞するチームに分かれ、交

代で発表する舞踏会が行われた。 

③ マイケル氏のヴァイオリン演奏も加わり、

４チームの演奏を順番に繋げて演奏し、

ダンスは杉橋氏と担任教師により行われ

た。 

 

2-3. 最終練習の実際 

各チームが合わせの最終練習をしている間、

マイケル氏と村上先生は、各チームを回り適

宜アドヴァイスを行った。マイケル氏のアド

ヴァイスやそれに対する子どもたちの反応は

以下のようであった。 

・全員の演奏が合わない場合、他の人の音を聴

くこととお互いの音が聴きやすい立ち位置を

考えよう！と助言し、木琴や鉄琴などの位置

をずらしてお互いの顔が見える立ち位置を指

示した。 

・全員のダンスが終わるまで音楽は何回も繰

り返されるが、毎回同じで良いか？音量や演

奏者に変化を持たせても良いのではないか？

と問いかけた。→ すぐに対処できなかったチ

ームもあったが、最初は少人数の限られた楽

器だけで演奏し、回数を重ねる毎に演奏楽器

を増やしていくようにしたチームがあった。 

・音楽の始め方について、「せーの」ではなく、

音楽的な始め方とは何か？と問いかけ、マイ

ケル氏が予備拍を感じさせる仕草など合図の

仕方を示した。→ 誰かが動きで合図をしたり

アイコンタクトで合わせて始めたりすること

に気づいたチームが多数あった。 

 

その他、鉄琴と木琴が全く同じリズムを弾い

ているチームがあり、村上先生は、伴奏の鉄琴、

木琴は音色が違うのに同じリズムではつまら

ない。例えば、鉄琴は１拍目だけで伸ばすよう

にしては？と助言した。 

2-４. 舞踏会（発表）の実際 

A チームの演奏に合わせて B チームが踊り、

C チームと D チームが王様として鑑賞すると

いう形式を交代しながら行われた。村上先生

は、一つの発表が終わる毎に、王様役の子ども

たちに演奏やダンスはどうだったか、踊った

子どもたちに踊りやすかったかを訊ねた。演

奏とダンスを鑑賞したマイケル氏のアドヴァ

イスには以下のようなものがあった。 

・メヌエットは音楽もダンスもエレガントで

あること。子どもたちの演奏の多くはテンポ

が速く、ダンスはステップを踏むだけのもの

が多かったため、メヌエットにふさわしいテ

ンポや、ダンスの最後は朝礼のお辞儀ではな

いエレガントなご挨拶（実際にやって見せて）

が必要であること。 

・ダンスの伴奏なので、ビートを合わせること
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が大事であり、音を全部弾かなくてもいいか

らビートを合わせること。 

2-５. 考察 

最終練習と舞踏会（発表）を参観して「伴奏の

即興」「3 拍子の演奏」の２点について考察す

る。 

・伴奏の即興：主旋律は、C、F、G の和音の

構成音から音を選んでつくられ、それに合う

ように和音の構成音から即興的に伴奏がつく

られた。この活動に用いられた木琴や鉄琴は、 

C の構成音ドミソは赤、F の構成音ファラドは

緑、Gの構成音ソシレは青のシールが貼られ、

それに対応する楽譜が用意されていた。 

 

これにより、鉄琴や木琴では、例えば楽譜の赤

の部分では赤の音を即興的に鳴らして伴奏旋

律をつくることができる画期的なアイディア

である。伴奏は、担当者同士で相談してつくっ

たり、個人でつくったりとチームによって異

なっていたようであるが、本番では、ほとんど

のチームがつくって決まった音楽を演奏して

いた。しかし、中には本番でも図形楽譜の色を

見ながら、鉄琴に貼られた該当する色の部分

を即興的に演奏している子どもがいた。即興

的に伴奏をつくるだけでなく、本番も主旋律

を聴きながら即興的に伴奏音を入れることが

できることが示され、この方法による音楽づ

くりの様々な可能性を感じた。 

・３拍子の演奏：最終練習の時に、いくつかの

チームが３拍目の後に１拍の休みが入って４

拍子なってしまった。３拍子は子どもたちの

身近な音楽には少なく馴染みが薄いのかもし

れない。しかし、だからこそメヌエットを通し

て３拍子を感じる学習が必要であり、またそ

の一つの方法としてキーボードの両手一本指

演奏が効果的ではないかと感じた。キーボー

ドというとピアノを習っている子どもがやり

がちであるが、あるチームではピアノが得意

ではない子どもが担当していた。それは両手 1

本指で以下の旋律を演奏するものであった。

以下の楽譜のように 2、3 拍目が同じ音の部分

は、左手、右手、右手と演奏することにより、

３拍子の拍子感に合い、３拍子を感じ取れる

活動になるのではないだろうか。 

 

 

３. まとめ 

本実践は、メヌエットの音楽をより深く感じ

取るためにダンスのステップを体感すること

とメヌエットをつくることが行われ、それら

が舞踏会での表現として融合された。音楽を

つくり演奏する目的が明確であり、アドヴァ

イスをもらうと、子どもたちは自主的に課題

を追究していた。また、舞踏の伴奏楽器であっ

たヴァオリンの演奏がマイケル氏によって

様々な場面であったことや、杉橋氏によるス

テップの指導や子どもたちの演奏に合わせて

のドレスでのダンスは、より舞踏会を子ども

たちに意識させるものとなった。それらは当

日までの村上先生の指導により成り立つもの

で、TASモデルのならではの実践であった。 



ペンタトニックの広がり3
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明治の洋楽受容黎明期と五音音階 
安田 寛 

唱歌と呼ばれた明治の音楽教育に５音音

階がなぜ深い影響を残したのか、この問題を

解くためには、3人のキーパーソンを知る必

要がある。新島襄、ルーサー・ホワイティン

グ・メーソン、エリザベス・タレーである。 

新島襄は同志社大学の創設者として有名で

あるが、1864（元治元）年、函館からボスト

ンに密航し、1874（明治 7）に日本に帰国し

た。アメリカでは、讃美歌との遭遇が原因と

なった歌唱困難現象に苦しんだ。メーソン

は、1876（明治 9）年に目賀田種太郎、伊澤

修二を含む７人の日本人留学生に西洋の歌を

教授し、1880（明治 13）に文部省の御雇外

国人として来日し、1882（明治 15）年に帰

国するまで、文部省最初の唱歌集であった

『小学唱歌集』の編纂に関わるなどした。タ

レーは、1890（明治 23）年に来日したプロ

テスタントの女性宣教師で、1906（明治

39）年に神戸女学院音楽学部を創設するな

ど、日本の音楽教育界に深い影響を残した。 

新島襄は、詩吟を得意としていたが、キリ

スト教牧師になるために、アメリカで音楽の

レッスンを受けた時、讃美歌をうまく歌うこ

とができないという苦い体験をした。 

かつて村尾忠廣、水戸博道、疇地希美ら 3

人の音楽学者が「おじさんが歌えない歌」と

いうテーマで「音楽の学習によって獲得され

た音楽スキーマが様式のことなる音楽に対し

て干渉スキーマとして作用し、おじさんの歌

えない歌を生じさせる」と論じた。新島が体

験したのは、まさに詩吟の「干渉スキーマ

ー」が讃美歌の歌唱を妨げてしまったことだ

った。 

西洋歌曲に対する歌唱困難現象は新島だけ

でなく、初期の同志社の学生にも見られ、西

洋音楽との初めての遭遇が原因となる歌唱困

難という現象は、個人に関係することではな

く、日本人一般に共通することだったと考え

て間違いない。讃美歌〈Auld Lang Syne〉

（唱歌では「蛍の光」として知られる）は、

同志社の学生たちに課された最初の練習曲で

あった。というのも、その旋律が五音音階で

構成されていたため、歌唱困難が軽減される

と考えられたからだ。 

メーソンは、日本の「五音音階」に対して

教育者としての批判的な視点を持ち、その音

階が日本人が西洋歌曲が歌えないとされる主

要な原因であると考えていた。彼は、五音音

階がハーモニーに欠陥をもたらし、洗練され

た耳には不快に感じられると述べ、その理由

として、五音音階が第 4音と第 7音を欠いて

いることを挙げていた。日本人の音階は、わ

れわれ欧米人の第 1音、第 2音、第 3音、第

5音、第 6音しかなく、第 4音と第 7音は飛

ばすか欠けているという。のちに日本人がみ

ずから「日本の音階は四七抜き音階である」

とまことしやかに主張するようになる見解を

すでに持っていた。その一方で、彼は五音音

階を用いた「幸せの国（There is a happy 

land）」という讃美歌が美しいとも認めてお

り、この歌がアメリカや他国で広く歌われ、

多くの地域に宣教師たちによって伝えられて
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いた事実を指摘し、日本人留学生を訓練する

曲として選んだ。また、メーソンは五音音階

が、古代アイルランド、ウェールズ、スコッ

トランド、バスクの音楽に共通していると指

摘し、後の『小学唱歌集』にスコットランド

民謡などの五音音階が多く含まれる原因とな

った。彼のこれらの見解は、欧米文化の優越

性を背景に持ちつつも、五音音階に対する一

定の理解と評価を示しており、日本の音楽教

育や音楽受容において一定の影響を与えてい

る。 

タレーもまた、日本人が特定の音階の音を

正確に出すのが難しく、一定の調子で歌うこ

とができないと感じていた。特に「音階上の

ファとシを正確にだすことができない」と気

付いていた。彼女は、この日本人の音感、つ

まり五音音階に基づく音楽感覚と西洋音楽と

の間のギャップを認識し、そのギャップを矯

正するため、反復練習を徹底的に行うという

厳しいトレーニングを日本人生徒たちに課し

た。タレーの授業を受けた生徒の一人は、後

にこう回想している。 

「音階を教えるにしても、最初より七音を

用いられず、ドミソの三音をもってその音程

を明らかにする掛図を用いられたり、手を上

下にされたり、または文字に高低をつけて生

徒をかいめいで答えしめられました。右の三

音を明白に覚えしめた後、関係ある音程を順

次に教えられ、決して先生は一時に多くのこ

とを教えられず、one thing at a time を繰り

返し申されました。」 

この、あまりに厳しいタレーのレッスン

に、多くの生徒がついてゆけず、その結果、

彼女のクラスを離れることを選んだ。しか

し、彼女は自分のやり方をけっして変えるこ

となく、音楽の基礎を強化することに専念し

た。当時、梅花女学校校長であった成瀬仁蔵

（後に、日本女子大学を創設）は、タレーに

辞任を通告した。 

西洋音楽との遭遇がなければ現れなかっ

た、これら日本人の歌唱困難現象は、異文化

としての西洋音楽との出会いにおける興味深

いエピソードとなっている。新島襄、メーソ

ン、タレーの体験に共通することは、日本人

は五音音階であれば、トレーニングによって

西洋歌曲を歌えるようになる、という結論を

導きだしたことで、この結論は、唱歌を通じ

て明治日本の音楽教育に深い影響を残すこと

になったのである。 
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雅楽の音階に関する一考察 
－ 平調《越天楽》と《越天楽今様》をもとに － 

本多佐保美 
千葉大学 

1. はじめに 

 日本の伝統音楽のよさを子どもたちが実感するためには，その音楽の響きを直接体験すること

や，音楽のしくみ，すなわちその音楽がどんなリズムや音階でできているか，パート（声部）と

パートの関わりはどのようになっているか，楽曲全体はどんな構成になっているか等を理解する

ことが重要であると筆者は考える。さらにはその音楽が息づく文脈を含む文化的背景の理解も大

切であろう。音楽の響きに十分にひたることと同時に，関連する知識・理解を深めることは，子

どもたちの音楽に対するイメージを広げ，感情をゆさぶり，その音楽の意味について自身の生活

や文化と関連付けて考えることである。そうした活動を通して，子どもたちの学びが深まってい

く。 

 たとえば雅楽の音楽に子どもたちが親しみをもったり，十分に味わったりするために，雅楽の

音階をもとに旋律を即興的につくったり，基本的なリズムパターンにあてはめて旋律づくりをす

る活動が，子どもたちの雅楽に対する理解を深めると考え授業を構想した（本多 2023）。 

 とくに旋律創作の活動を取り入れた授業を構想する場合，その音楽の音階を明確にとらえるこ

とが不可欠である。では，雅楽の音階はどのような音階と考えればよいだろうか。雅楽はいわゆ

る「律音階」などといわれるが，はたして実際はどうなのか。本稿では雅楽の音階をどうとらえ

るか，その糸口となる論考を提起したい。 

 

2. 音階をとらえる視点―小泉文夫の著作より 

 日本音楽において，理論と実際の音響との乖離ということはよくいわれることである。中国か

ら入ってきて日本で整理された音楽の理論が，かならずしも現実の音楽の音の響きのあり方を的

確に示しているとは言い難い部分がある。 

 ここであらためて，日本音楽の音階を考える上で古典的著となっている小泉文夫の著作，小泉

（1958）を見てみたい。まず小泉は，「それらを歌ったり演奏したりする人達の音感においては，
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いったいそれらが，どういう意味を持っているかという問題（1958, p.11）」を大切にすることが

重要であると述べる。「実際にでてしまった音ではなく，彼らがだそうと思った音，つまり彼ら

の音感そのものの体験というものが，ここでも中心ないし出発点におかれなければならない（同，

p.25）」とする。そして，「私は現実の音だけをまずもっとも確実なよりどころにすることに決め

た（同，p.109）」と宣言する。演奏者がだそうとした音に注意を向け，実際に鳴り響く音を集め

て，そこからなんらかの理論を打ち立てようとする姿勢である。 

 小泉の研究対象の中心は日本の民謡であるが，著作の中で雅楽の音階についても言及されてい

る部分がある。平 調
ひょうじょう

の《越天楽》を取り上げ，龍笛の旋律と唱歌
しょうが

の旋律とを並べて示し，実際

に表現された音から平調《越天楽》の音階を考察している（同，pp.185-187）。 

 

３. 平調
ひょうじょう

《越天楽》の音階 

 それでは，小泉の研究方法に則り実際に表現された音から雅楽の音階を考察してみよう。雅楽

と一口に言っても多種多様な音楽を含むが，本稿では平調１）の《越天楽》を例に，その音階につ

いての考え方を示すにとどめる。 

 平調の《越天楽》（以下，《越天楽》とのみ記す）は，雅楽の楽曲の中でももっとも有名な一曲

である。その旋律は広く人口に膾炙し，いろいろな歌詞で歌われた。その一つが，現在，小学校

の歌唱共通教材となっている慈鎮和尚作歌の《越天楽今様》である。 

 《越天楽》は三行からなるが，三行目は若干，転調したような雰囲気があり，中心となる音が

平調（E 音）から黄鐘（A 音）に移っている。話をシンプルにするため，ここでは《越天楽》の

一，二行目のみに限定して考察を進める。 

 楽譜１は，龍笛の旋律，龍笛の唱歌，篳篥の旋律を並べて示したものである２）。紙幅の都合上，

一行目のみを示す。これら出現した音をすべて抽出して並べると音階ができる。ただし，その中

でも安定した音と経過音的な「浮動（小泉 1958, p.186）」する音とがある。音階を楽譜２の A に

示す。平調（E 音）が音階の真ん中にあり，そこから４度下と４度上にいわゆるテトラコルド（４

度枠）が連なる形となっている。具体的には，民謡のテトラコルドと律（または都節）のテトラ

コルドがコンジャンクトしている。 

E 音（平調）を下端とするテトラコルド（４度枠）の中間音（安定した核音と核音との“あい

だ”に位置する音）は，F 音（♮F）の場合も Fis（♯F）音の場合もある。龍笛はその奏法によ

って，指を徐々に下ろしたり上げたりして，音から音へとなめらかに移行する部分があり，２小

節目や６小節目がそれにあたる。F 音，Fis 音は６小節目であらわれており，それはまさに経過

音的な「浮動」する音となっている。 

テトラコルドの中間音が F 音であれば，都
みやこ

節
ぶし

のテトラコルド，Fis 音であれば律のテトラコ

ルドととらえられる。龍笛の唱歌および篳篥の旋律では，６小節目は F 音で，この場合，都節の
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テトラコルドと考えてよいだろう。龍笛の実際の楽器の音と，龍笛の唱歌の旋律の音高が違うの

は，その方が歌いやすいからか，篳篥の旋律に引っ張られたからかわからないが，このように，

実際の楽器の音と唱歌の音とが若干違う部分があることは，龍笛ではよくみられる３）。 

 

４. 《越天楽今様》との比較 

 次に，《越天楽今様》（以下，《今様》と略記する）の音階について見ておく。楽譜３は，１段

目が《今様》の旋律，３段目が《越天楽》の篳篥の旋律で，２段目は３段目との比較のため，１

段目の旋律を５度上に移して記譜したものである。やはり，６小節目において《今様》は Fis 音，

篳篥の旋律は F 音になっていることを指摘できる。 

 楽譜２の A は《越天楽》の音階，C は《今様》

の音階で，下に民謡のテトラコルド，上に律のテ

トラコルドが真ん中の音でコンジャンクトされ

ている形は同じである。B は，A の音の並びを，

音階の端に宮音（平調＝E 音）がくるようにして

記譜したものである。こうした場合，下に律のテ

トラコルド，上に民謡のテトラコルドが，ディス

ジャンクトされた形とみることができる。小泉理

論でいうところの「律音階」は，律のテトラコル

ドが２つディスジャンクトしたもの（E-♯F-A H-

♯C-E）であるが，ここで見た《越天楽》の音階，  

楽譜１ 平調《越天楽》一行目 龍笛の旋律、龍笛の唱歌、篳篥の旋律  

 
龍笛 

 

龍笛唱歌 

 

篳篥 

 
A 
 
 
B 
 
 
C 
 

楽譜２ 《越天楽》の音階 《今様》の音階  
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《今様》の音階とも，律のテトラコルド＋民謡のテトラコルドであり，理論的に考えられた「律

音階」（律のテトラコルド＋律のテトラコルド）とは異なっている。 

 

５. おわりに 

 本稿では，《越天楽》の音階をとらえるにあたって，実際に鳴り響く音や，演奏者がだそうと

した音（唱歌がそれにあたると考えるなら）に注意を向けて，考察した。 

 子どもたちが《越天楽》や《今様》の音の並びを使って即興演奏を行う場合，筆者は，楽譜２

の C の音の並びを使うよう提案したい。２音や３音といった少ない音で即興を始め，その場合，

テトラコルドの４度枠を意識した指導ができるとよいのではないか。例えば，２人で掛け合う場

合，一人は E-G-A の音を使い，もう一人は A-H-D の音を使うなどが考えられる。そして，E-G-A-H，

G-A-H-D，A-H-D-E など，徐々に音を増やしていくこともできるだろう。 

 子どもたちが，雅楽の響きに存分にひたり，即興や簡単な旋律づくりを行って音を操作し思考

したりして，雅楽のよさや本質を味わい理解する授業をつくることができたらと期待する。 

  

楽譜３ 《越天楽今様》の旋律、５度上に移した旋律、篳篥の旋律 

 
《今様》 

 

５度上 

 

篳篥 
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注 

1) 現在の雅楽の唐楽には，六調子がある（壱
いち

越
こつ

調
ちょう

，平 調
ひょうじょう

，双
そう

調
じょう

，黄鐘
おうしき

調
ちょう

，盤
ばん

渉
しき

調
ちょう

，太食
たいしき

調
ちょう

）。

平調はその中の一つの調子である。ちなみに，《越天楽》には平調のほか，黄鐘調の《越天楽》，

盤渉調の《越天楽》もある。 

2) 楽譜作成にあたっては，小泉（1958），芝（1969），日本音楽の教育と研究をつなぐ会編（2019）
を参照し，筆者自身の雅楽教習経験とも照らし合わせて作成した。 

3) ちなみに，笙および箏，琵琶には♮F の音は無く，篳篥が♮F の時，笙や箏，琵琶は♯F の音

を鳴らすこともよくあることである。音をぴったりと合わせるという発想よりも，合奏の響

きに厚みを与え，表現を豊かにするという発想が優先されていると考えられる。 
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「ふしづくり一本道」におけるペンタトニックの特徴と役割 

三村 真弓 

エリザベト音楽大学 

1. はじめに 

 昨今、ペンタトニックは即興表現を導く 1 つの役割として注目されている。ペンタトニックは

5 音音階であるが、国や各音楽によって様々なペンタトニックが存在する。それぞれのペンタト

ニックにどのような特徴があり、どのような役割を果たしているのかを明らかにすることによっ

て、今後の音楽教育の実践に向けて有意な示唆を得ることができるだろう。そこで本研究では、

岐阜県古川小学校の「ふしづくりの教育」に着目し、「ふしづくり一本道」におけるペンタトニッ

クの特徴と役割を明らかにすることを目的とする。 
 
2. 「ふしづくりの教育」の概要 

 昭和 40 年代に岐阜県古川小学校で行われた「ふしづくりの教育」は、戦後の優れた音楽教育

として、全国から注目されていた。中家一郎校長の「民主的な学級経営」という基本方針のもと、

山﨑俊宏音楽主任を中心として、教師たちが様々な実践を試行錯誤しながらつくりあげていった

のが「ふしづくり一本道」のカリキュラムである。昭和 40 年代後半には、全国から多数の参観

者が訪れるようになり、また各地から「ふしづくりの教育」を学びに、内地留学の教師も多く集

まった。視察に訪れた人々は、子どもたちの姿に感動し、涙する人が多かったといわれている。 
 「ふしづくりの教育」は、30 の段階と 102 のステップで構成された「ふしづくり一本道」と

いう教育課程によって、創作遊びを通して高度な音楽能力の獲得を可能にした音楽教育である。

「ふしづくりの教育」は、創作が目的の教育ではなく、創作活動を通して音楽的感覚や音楽能力、

音楽の知識等を育成することを目的とした教育である。「ふしづくり一本道」という教育課程は、

通常の音楽活動（歌唱、器楽、創作、鑑賞）を支える土台、すなわち基礎能力の育成を系統的に

段階表にまとめたもので、音楽をつくるという楽しい活動を通して、「ひとり歩きできる力」を

育てるものであった。「ふしづくりの教育」は、音楽教育でもあり、人間教育でもあるのである。 
 
3. 「ふしづくりの教育」の特徴 

音楽科授業は、通常の教科書教材による音楽活動と「ふしづくり一本道」の活動の二本立て方

式の授業構成となっている。「ふしづくりの教育」は即興性を重視するため、子どもの表現は形

にとらわれない自由なものであり、感覚的なもので、音楽の理論的裏つけはない。「愚作の多作」
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であればよいとされ、自由に創作し、音楽的感覚を育てながら、他者の作品や他者からのコメン

トによって、自分の作品の質が自然に上がっていくのである。創造性を育てるためには、その根

底に「自由に考える」ということがなくてはならず、これが創造性を育てるための原則である。

教師の一方的な指導では、子どもは創造力を発揮する余地はない。この創造性の重視は、中家校

長の教育方針の一つであり、人間形成に繋がるものである。 
「ふしづくり一本道」は、感覚優先であり、低学年から「〇〇あそび」「〇〇ごっこ」というよ

うな楽しい遊びの学習活動の中で音楽的感覚や音楽能力を積み上げていく。ふしづくりの活動に

必要なものは、即興力、選択力、再表現力、リズム変奏力、活用力等である。 
 
4. 教育課程「ふしづくり一本道」の内容 

 30 段階・102 ステップの「ふしづくり一本道」（「ふしづくり指導計画一覧表」）は以下である。 

表 1 「ふしづくり一本道」 

 

系統 段階 指導項目 能力の内容

1  名前よび
2  動物，花，果物，物の名前よび
3  鳴き声あそび
4  リズムあそび
5  問答あそび
6  ことばのリレーあそび
7  鳴きまねっこあそび
8  鳴き声あてっこあそび
9  頭とりあそび
10  数あてあそび
11  お店やさんあそび
12  あそびましょ
13  しりとりあそび
14  物語のふしづけあそび
15  ことばのリズム唱あそび
16  タンタンタンのことばあてっこ
17   3 字のことばでふしのリレー
18  リズム書きっこ
19  かけ足リズムのことばあそび
20  かけ足リズムでことばのリレー
21  かけ足リズムの書きっこ
22  スキップリズムのことばあそび
23  スキップリズムでことばのリレー
24  スキップリズムの書きっこ
25  リズムあてっこあそび
26  カードあてあそび
27  リズムのうたの書きっこあそび
28   3 拍子のリレーとリズム書きっこあそび
29  まねぶきあそび
30  リズムかえっこ
31   2 人組のリズムかえっこ
32   3 拍子のまねぶきとリズムかえっこ
33  すきなふしさがし
34  ふしのリレー
35   2 人組の問答あそび
36  すきなふしさがし
37  合う「ふし」あてっこ
38   3 拍子の問答奏あそび
39  ドレミあてっこ
40  ドレミとリズムかえっこ

ふしづくり 音楽ことばの即興力

ふしづくり 階名唱

リズム変奏
（一拍系）

スキップリズム

3つのリズム

ふしづくり 3音の音楽ことば

9 　階名唱

6 　リズムのまとめ（1拍単位）

7 　摸唱奏

8 　ふしの問答唱とリレー

リズムの
原形

（音楽ことば）

ふしのリズム唱・
再現と記譜

リズム変奏
（一拍系）

〇
かけ足リズム

リズム変奏
（一拍系）

ことば

あそび

　

 　♩. ♪　♪♩ ♪
   のリズムと陽旋

リズムの
原形

（音楽ことば）

原形リズム

即興力

3 　原形リズムのリズム唱

4 　リズム分割 ①

5 　リズム分割 ②

具体項目

1 　リズムにのったことばあそび

2 　歌問答とリレー
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＊古川小学校 (1971)1）の「ふしづくり指導計画一覧表」(p.11)と pp.2-51の内容の一部をまとめた。 

41  続くふしと終わるふし

42  終わるふしづくり

43  合う音づけ

44  階名唱と記譜

45  ふしづくりと記譜

46   3 音のふしを ♩ のリズムで記譜

47   3 音の続く，終わるふしを結んでフレーズづくり

48   3 音と7 音のふしづくり

49   7 音の摸唱奏とリレー

50  リズム変奏

51   2 人組のリズム変奏

52  ♩. ♪と♪♩ ♪を使ったリレー

53  つくったふしの再表現とリズム唱

54  すきなふしの摸奏と合う音づけ

55  ♩. ♪と♪♩ ♪に変奏し，リズム記譜

56  ♩. ♪と♪♩ ♪を使ってふしを作り，リズム記譜

57   3 音のふしを4 種類に変奏

58  つくったふしのリズム変奏と記譜

59     ，    ，　♩. ♪，♪♩ ♪!!!のリズムを使ってリレー

60  カードあそび

61   7 音リレーでまとまったふしづくり（基本リズム）

62   7 音のふしを ♩ のリズムで記譜

63  ふしづくりと記譜

64  作ったふしに「合う音」とリズム伴奏づけ

65  まとまったふしづくり

66   3 拍子のまとまったふしづくり

67  つくったふしに高音で保続音をつける

68   7 音のふしを4 種類のリズムで変奏，リズム唱

69  ふしをつくり，すきなリズムで部分変奏

70  すきな変奏えらびと摸唱奏

71  つくったふしを3 拍子に変奏

72  つくったふしを6 拍子に変奏

73  自由なリズムでリレーや問答唱奏

74  すきなふしの摸唱奏

75  和音伴奏，分散和音づけ

76   7 音のふしのリズム記譜

77   2 人の問答唱奏の記譜

78  ひとりでふしを作って記譜

79   3 音のふしを    ，    に変奏して5 線に記譜

80   3 音のふしを ♩. ♪，♪♩ ♪に変奏して5 線に記譜

81  自由なリズムで作って記譜

82  自由なリズムの7音のふしを演奏して記譜

83  自由なリズムでふしを作って記譜

84   3 拍子のふしづくりと記譜

85  ふしづくりと伴奏

86   6 拍子のふしづくりと記譜

87  ふしづくりと伴奏

88  短調の旋律の摸唱奏

89  長調のふしを作って同主短調づくり

90  短調のふしづくり

91  すきなふしにグループで伴奏づけ

92  日本旋法の旋律の摸唱奏

93  陽旋のふしづくりと歌詞づけ

94  すきなふしに伴奏づけ

95  陰旋のふしづくりと歌詞づけ

96  すきなふしに伴奏づけ

97  短いふしに歌詞をつける

98  まとまったふしづくりと歌詞づけ

99  すきなふしに歌詞をつけ伴奏をつけて合唱奏

100  短い詞にふしをつける

101  いろいろな調性でのふしづくり

曲のまとめと発展 30 　曲の発展 102  深まりのあるふしづくり 曲の深まりと発展

ふしづくりと
(日旋)と記譜

日旋のふしづくり

ふしづくり
と記譜

日本語のアクセント

ふしづくり
6拍子のふしづくり

と記譜

ふしづくり
(短調)と記譜

短調のふし

記譜
(読譜)

変奏と記譜

記譜
(読譜)

フレーズ記譜

ふしづくり
3拍子のふしづくり

と記譜

27 　短調のふしづくり

28 　日旋のふしづくり

29 　ふしの歌詞づけ，歌詞のふしづけ

24 　フレーズの記譜

25 　3拍子のふしづくりと記譜

ふしづくり 拍子変奏

ふしづくり 即興力と形式感

ふしづくり リズム記譜

再表現と階名記譜

和音感

ふしづくり
(7音)

ふしづくり
終止感
旋律感
和声感

ふしづくり リズム変奏

17  7音のまとまったふしづくりと記譜

リズム変奏
即興力

和声感

リズム唱と記譜
リズム変奏
(二拍系)

リズム変奏
(二拍系の
まとめ)

♩. ♪　♪♩ ♪

のリズム記譜

ふしづくり
(一拍単位の
分割も含む)

ふしづくり

記譜

フレーズ

リズム変奏
(二拍系) ♩. ♪　♪♩ ♪

15 　2拍単位のふしづくりとリズム記譜

16 　リズム変奏のまとめと記譜

12 　7音のフレーズへの移行と摸唱奏

13 　3音のふしのリズム変奏

14 　3音のふしのリレー

11 　3音のふしの記譜

ふしづくり 終止感10 　続くふし，終わるふし

26 　6拍子のふしづくりと記譜

21 　自由なリズムでリレーと問答唱

22 　自由なリズムのふしの記譜

23 　音楽ことばのリズム変奏と記譜

18 　ふしの旋律を味わう

19 　ふしのリズム変奏

20 　拍子変奏
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教育課程「ふしづくり一本道」の最初の段階では、日本のペンタトニックを用いた音楽あそび

が主流となっている。音楽ことばを自由に駆使して音楽生活としてのふしづくりをする。まず、

基本拍にのって、〇〇〇V｜〇〇〇V に合わせて問答唱をする。日本語のことばに合わせて、旋

律やリズムを即興するのである。 
 
5. 日本のペンタトニックによる音楽あそびの事例 

教育課程「ふしづくり一本道」のうち、第 1 段階から第 12 段階の目標と内容は表 2 である。

その中で、本論文では日本のペンタトニックによる音楽あそびが主流である第 1 段階と第 2 段階

の 14 ステップを取り上げる。以下は、古川小学校（1971）の中の「ふしづくり一本道 指導と

実践」のページから引用する。 
 

表 2 第 1 段階から第 12 段階の目標と内容 

 
＊古川小学校（1971）「ふしづくり一本道 指導と実践」『ふしづくり一本道－基礎能力を培う

ために－』（pp.2-3） 
 
5-1．第 1 段階【リズムにのったことばあそび】 

 〇〇〇V と手拍子をうちながら、ことばあそびをする（同前書、p.2）。リズム感の基礎で、音

楽を聴いて自然に反応して動く。この反応を感じ取る耳と、反応する表現力を育てるべきで、一

定のまとまりのある等速の動き、つまり基本リズム、これがいろいろな形に発展していく。これ

を意識して感じる力と表現する力を育てるべきである。学習が単調であるから機械的にならない

よう、ねらいは同じで、色々方法を取り入れ、回数を多くする。流れるように続けることが大切

である。（同前書、p.3） 
 
ステップ 1：「名前よび」 

（同前書、p.2） 
教師と指名の子のやりとり、皆と指名の子のやりとり、2 人での問答式、班長とグループの 1

人とのやりとり、等の組み合わせで行う。最初は教師と子どもの対話であり、それぞれの子ども

が「はーい」を音楽ことばで言い返すのは簡単である。応答唱によって、教師の音高に合わせて

目標

基礎内容 知的理解内容 技能面

　・フレーズ感　　・和音感
　・リズム感　　　・テンポ感
　・終止感

　・リズム符　読み、書き
　・5線記譜（3音）

　・簡単なハーモニカ奏
　・オルガン、ピアニカで簡単な
　　ふしが吹ける
　・打楽器の奏法

　2拍子で最も初歩的なリズムにより、一部形式のふしを4人又は2人で作ることができる能力を育てる。

　基本リズムにのせて、次のような学習ができる。
　　・リズムあそび　　　・リレー唱奏　　　・問答唱奏（摸唱奏も含める）　　　・リズム変化唱奏
　　・ふしの低音づけ（合う音）

内容
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同じ音高で答えるようになるのは、音高の意識や音楽的記憶力につながる。 
 
ステップ 2：「動物、花、果物、物の名前よび」 

 

 
（同前書、p.2） 

「名前よび」の「はーい」とは違い、各人が生活の中で知ったことばをそれぞれのイントネー

ションに沿って歌うので、即興性のある音楽ことばとなっている。 
 
ステップ 3：「鳴き声あそび」 

 

 
（同前書、p.2） 

教師は、何のあそびをするかを、音楽ことばを通して伝えること（ミュージックサイン）によ

って音楽とのつながりが深まる。個人が動物の名前を歌い、それに合わせて皆が鳴き声を答える

ことによって友だちとの協働性が育まれる。 
 
ステップ 4：「リズムあそび」 
① 手合わせあそび（両手合わせ、片手合わせ、ひざうちなど）（同前書、p.3） 
   いろいろな曲に合わせて、2 人組でリズムにのって反応する（同前書、p.2）。 
② 既習の曲で身体反応  

  のリズムの曲を  や付点八分音符  に変奏して、かけ足、スキップなどに反応させる

（同前書、p.2）。体を通してリズムに反応させることが大切である（同前書、p.3）。 
これらによって、リズムを感覚的・身体的に捉えることができるようになる。 

 
5-2．第 2段階【歌問答とリレー】 

〇〇〇V のリズムにのって問答唱したり、リレーしたりする。即興力が第 1 のねらいである。

考えないで、試行錯誤によってふしを続ける力を養う。身体反応を伴って実施する。ことば探し

にウエイトをおかず、リズムにのることが大切である。（同前書、pp.4-5） 
教師と指名の子、班長と指名の子、皆と指名の子、子ども同士、等の組み合わせで行う。 

 
ステップ 5：「問答あそび」 
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（同前書、p.4） 

身体反応を伴って実施する。ことば探しにウエイトをおかず、リズムにのることが大切である。

陽旋のふしにのせてあそばせるとよい。（p.5） 
歌の問答を即興しながら繰り返し、他者との音楽的コミュニケーション力を高める。 

 
ステップ 6：「ことばのリレーあそび」 

 

 
（同前書、p.4） 

絵を見ながら続けてリレーする。2 人組の対話、グループを作って即興的に実施する。（p.5）。
歌問答ではなく、次々とリレーを行い、即興性を高める。 
 
ステップ 7：「鳴きまねっこあそび」 
① 4 拍子のリズムにあわせてあそぶ 

 

 
（同前書、p.4） 

4拍子を意識させる。 
 
② 3 拍子のリズムにあわせてあそぶ 

 

 
（同前書、p.4） 

3拍子を意識させる。 
 
ステップ 8：「鳴き声あてっこあそび」 
① 2 拍子のリズムにのせてあそぶ 
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（同前書、p.4） 

2拍子を意識させる。 
 
② 3 拍子のリズムにのせてあそぶ 

 
（同前書、p.6 の○○V をもとに筆者が楽譜を作成） 

3拍子を意識させる。 
 
ステップ 9：「頭とりあそび」 

 

 
（同前書、p.6） 

個人で「あ、あ、あひる」を歌うと、全員で「あ、あ、あひる」と模倣唱をする。同じ音高で、

同じリズムで真似ることによって、音楽的感覚・音楽的記憶力が成長する。 
 
ステップ 10：「数あてあそび」（1～10ぐらいの数であそぶ） 
① 長調のふしにのせてあそぶ 

 

 

 
（同前書、p.6） 

日本のペンタトニックではなく、初期の音楽あそびのなかでは唯一のヨナ抜き音階であり、西

洋のペンタトニックによる即興にもつながる。 
 
② 日本のペンタトニックにのせてあそぶ 
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（同前書、p.6） 

同じ数あてあそびを、日本のペンタトニックで行う。西洋のペンタトニックよりも日本語のこ

とばのイントネーションにつながりやすい。 
 

ステップ 11：「お店やさんあそび」（2 人組で問答唱） 

 

 
（同前書、p.6） 

ペアによる即興を育てる。 
 

ステップ 12：「あそびましょ」（2 人組で問答唱） 

 
（同前書、p.6） 

ペアによる即興を育てる。 
 
ステップ 13：「しりとりあそび」（語句のしりとり） 

 

 
（同前書、p.6） 

3 音（1 小節）の音楽ことばから、7 音（2 小節）の音楽ことばへ音楽づくりを広げる。 
 
ステップ 14：「物語のふしづけあそび」  

 
（同前書、p.8） 

即興的に〇〇〇V と手を打ちながら好きなふしで歌い合い、皆で一番好きなふしを選びあって

まとめる（同前書 p.8）。これによって、集団での即興音楽づくりへ発展していく。 
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5-3．日本のペンタトニックによる音楽あそびのその後の展開 

 表 2 で示したように、「ふしづくり一本道」の最初の第 1 段階から第 12 段階は目標と内容が

まとめられているので、ペンタトニックによる音楽あそびのその後の展開を第 3 段階から第 12
段階まで示す。 
 

〇 第 3 段階【原形リズムのリズム唱】ことばと 4分音符との結合と記譜 
 ことばをリズムにおきかえ、〇〇〇V の書き方を学ぶ。使うことばを 3字に制限して、ことば

の後に、タンタンタンウンとリズム唱をし、〇〇〇V を記譜する。（pp.8-9） 
〇 第 4 段階【リズム分割①】ことばと 8分音符との結合と記譜 
 リズム分割として、かけ足リズム（8分音符）にのることばを使って歌った後に、タタタタタ

ンウンとリズム唱をし、��〇V を記譜する。（pp.10-11） 
○ 第 5 段階【リズム分割②】ことばとスキップリズムとの結合と記譜 
 リズム分割として、スキップリズムにのることばを使って歌った後に、タッカタッカタンウン

とリズム唱をし、��〇V を記譜する。（pp.12-13） 
〇 第 6 段階【リズムのまとめ】 
ことばで歌った後に、ことばに合わせて、4分音符、8分音符、スキップリズムでリズム唱し、

それぞれを記譜する。（pp.12-15） 
〇 第 7 段階【模唱奏】 
 教員や友だちのふしを反射的に模倣する。まねぶきをしながら、リズム変奏をする。グループ

や全員のまねぶきをする中で、新しいふし、好きなふしを見つけ、みんなで模奏する。（pp.14-15） 
〇 第 8 段階【ふしの問答唱とリレー】 
  全員やグループでふしのリレー奏や問答あそびをする。個人のふしを全員でまねぶきし、リ

ズム唱をし、階名唱につなげる。自由に作った 3 音のふしに合う低音のふしをつけて合奏する。

（pp.16-17） 
〇 第 9 段階【階名唱】 
 聴いたふしを模奏し、ハミングし、階名唱する。ふしの一部を�や�とリズムがえをし、リズ

ム唱から階名唱へと進む。（pp.18-19） 
〇 第 10 段階【続くふし・終わるふし】 
 ふしのリレーをして、続くふしか、終わるふしかを聴き分ける。教員や友だちのふしの続きを

作ったり、おわるふしをつくったりする。ふしに合う低音の音つけをする。（pp.18-19） 
〇 第 11 段階【3 音のふしの記譜】 
 階名唱をしながら、かな記譜、〇符記譜、4分音符記譜へとつなげていく。（pp.20－21） 
〇 第 12 段階【7 音のフレーズへの移行と模唱奏】 
 3 音の続くふしと 3 音の終わるふしの間へ 1 つの音を入れて、7 音のふしをつくる。7 音の摸

唱奏をし、階名唱をする。（pp.22－23） 
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 第 3～6 段階は、ことばをリズムにおきかえてリズム唱をし、記譜の学びへつなげる。第 7 段

階は、歌詞を使わず、模奏をする。第 8 段階は、歌詞を使わず、楽器でリレーをする。第 9 段階

は、リズム唱を階名唱へとつなぐ。第 10 段階は、ふしの展開へ＋階名唱へ＋旋律の終わりかた

へ＋旋律と旋律の組合せへと展開する。第 11 段階は、階名唱を音符の記譜へとつなぎ、第 12 段

階は、3 音のふしづくりから 7 音のふしづくりへと発展する。 
以上のように、第 3 段階から第 12 段階では、音楽あそびがリズム唱へ展開し、さらに記譜へ

と発展していく。また模奏やリレーすることにより、他者との協働的即興表現へつなげていく。 
 

6. 「ふしづくり一本道」において日本のペンタトニックが果たす役割 

日本のペンタトニックは、日本語のことばに適応しているので、すぐに即興することができる。

初期の日本のペンタトニックによる即興的な音楽あそびは、「ふしづくり一本道」カリキュラム

における後半の創作活動の基礎的な役割を果たしている。即興的につくった音楽は、リズムや旋

律の音楽的感覚を育て、読譜・記譜の知識・技能も身につけさせる。個人として即興的に音楽を

つくり、他者との模倣唱奏や応答唱奏を行い、協働してさらに良い音楽がつくれる。日本のペン

タトニックの音楽づくりを数多く体験することによって、即興性が育まれ、西洋のペンタトニッ

クの音楽づくりにもつながる。即興の音楽づくりをしながら徐々に身につけた知識・技能や、多

くの音楽づくり経験を通して身体に保存された音楽的語彙は、さらなる音楽づくりに貢献し、創

造性が育まれるのである。 
「ふしづくりの教育」では、音楽の知識・技能等に関して、最初から教師の一方的な指導をす

ることはなく、子どもの自由な表現や、感覚的な表現を重視しており、創造性を育てるために「自

由に考える」ことを重視しているが、その根底に必要なものとしてペンタトニックによる音楽あ

そびが存在するのである。すなわち、ペンタトニックによる音楽あそびは、子どもにとって楽し

い主体的・自主的な活動であるが、音楽教育の発展に大きく貢献するものである。 
 
【注】 

1) 「ふしづくりの教育」は、1966（昭和 41）年度から始まり、改訂を進めてきた。第 5次案が

作成されたのが 1971（昭和 46）年度であり、これが完成版となった。従って本論文では、古川

小学校（1971）『ふしづくり一本道－基礎能力を培うために－』から引用する。  

【引用・参考文献】 

岐阜県古川小学校（1975）『ふしづくりの教育－主体的で楽しい音楽教育の実現をめざして十年』

明治図書出版。 
古川小学校（1971）『ふしづくり一本道－基礎能力を培うために－』古川小学校。 
三村真弓・吉富功修・伊藤真・井本美穂（2015）「岐阜県古川小学校における『ふしづくりの教

育』の 音楽教育及び人間教育としての意義－昭和 40 年代後半の音楽科授業の実際に注目し

て－」『音楽学習研究』第 10巻、pp.61-72。 
山﨑俊宏（1973）『ほんものの音楽教育を求めて』古川小学校。 
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「音楽する“musicking”」におけるペンタトニックの有用性 
−「ゆき」の音が聴こえる“human being”のために− 

髙山 仁 
たかやま音楽療法研究所 

１. はじめに 

 「ゆき」の音を聴いたことがあるだろうか。東北で育った私は、雪の朝の白い世界に何度も出

会った。しかし、夜中に降った雪の音を聞いたことはない。そんなことに思いを巡らしていると、

一編の詩を想い出す。 

『太郎を眠らせ、太郎の屋根に雪ふりつむ。次郎を眠らせ、次郎の屋根に雪ふりつむ。』１） 

教科書にも載っていた三好達治の詩であるが、そこではどんな授業が展開されたであろうか。 

この詩にあるものは「太郎と次郎、家の屋根、雪」だが、それだけでこの詩を味わうことはで

きない。「太郎と次郎はどちらが上でどんな子か、どんな家か、どんな布団か、部屋の中は寒いの

か暖かいのか、お母さんが寝かせてくれたのか、身体は寒いのか心はどうか、どんな雪か、雪の

降る音は聞こえたのか」など、表象の世界は広がる。 

思うに「音・音楽」もこのような世界であり、心の中で紡がれ、覚えられていくものではない

のか。そして、このような世界は“human being（人間性のある存在）”にとって大切な「何か」

を育んでくれるだろう。 

本論は、音楽の授業という枠組みの中で、思春期頃までの子どもたちや、自らの力だけで発達

のステージの乗ることのできない子どもたちの音楽活動に視座をおき、「音楽づくり」における

ペンタトニックという音素材の有用性について考察する。その論点は「文化・音楽・言葉・教育・

オノマトペ・ペンタトニック・発達・実践例・遊び」などとする。 

※［１．はじめに］で「私」という一人称を使用したが、論旨の主体性をより明確に表現するために、あえて「私」を用いた。 

２. 音楽文化について 

１）文化とは、そして教育 

 英国文化人類学者 E・タイラーは「文化は、知識、芸術、道徳、法律、習慣など、人間が、社

会の成員として獲得したあらゆる能力や習慣の複合的総体であり、人類文化全体は、個性の重な

り合いでできる。」２）と述べ、「人と人の重なり合い」の中で変わっていくものとしている。 

 しかしここで、私たちが危惧しなければならないことは、変わっていくもの、つまり新しいも
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のを「善いもの」と思い込んでしまう傾向にある。このことを戒めるかのように、松尾芭蕉は「不

易流行」という考え方を示し、俳諧の極意書『去来抄』３）において「不易を知らざれば基立ちが

たく、流行知らざれば風新たにならず。」と述べ、物事には変わっていくもの（流行）と変えては

ならないもの（不易）があることを説いた。筆者はこのことを受けとめた上で、論を進める。 

 ある文化圏で生まれ育った私たちは、その国の言葉で話し考え、そこで親しまれている音楽に

触れ、さらに定められた教育を受けることとなる。ここで、忘れてはならないこととして、私た

ち人間は誰でも、この世に誕生してから他者との様々な経験の中で「情」を持ち出し「知」を獲

得し、言葉や音楽を脳の中に取り込み、自らの意志で取り出し表現し伝えながら生きている。こ

のように、文化の影響は大きく計り知れない力を持つが、私たちはすでにこのことを知っている。

そして、この営みこそが音楽教育である。 

 

２）では、音楽とは何か 

音楽は言葉と同様、私たちの内なるものを外に現す機能を持つが、改めて「音楽とは何か」を

問うてみる。もし、人間の進化の過程において、伝える手段は言葉だけで十分であれば、音楽は

すでに淘汰されていたのではないか。そのことについて、下記の例で考えてみる。 

星空を見上げている二人がいる。その一人、空君が「あの星は何だったかな」と言った。すると星子さ

んが「どこ？」と空君が指さす彼方を見上げ、「あー、あれは北斗七星だよね」と言った。後日、この二

人は「あの晩の北斗七星、きれいだったね」と言葉を交わし、あの日の夜空に思いを馳せた。 

ここに登場する星座は、途方もない昔「北斗七星」という名称でこの宇宙に誕生したのではな

く、これまた遥か昔に言葉を獲得した者たちが星空を見上げ、北の夜空に輝く七つ星に「１升の

10 倍（１斗）ほどの大きな柄杓ヒシャクに見える星座」という意味を持たせ「北斗七星」と名づけ

た。それからは「ホクトシチセイ」と言っただけで「あー、あのヒシャク星ね」と共認識するよ

うになったのであろう。つまり、物事に名前をつけることで「意味の共有」が可能になるが、こ

のことをギリシャ語では「ロゴス logos」という、これが言語の重要な機能の 1つである。 

では音楽では…、音楽は「音」の「ロゴス化」ではないか。話し言葉や表示された文字はその

意味内容を示すが、一方、音楽の「意味性」は曖昧でありながら「その音」には込められた「お

もい」がある。そして、その「おもい」には、共感可能な自らの喜びや悲しみなどと共に、他者

への様々な願いや望みが伴う。このような「音・音楽」に込められた「内なるもの」が「音楽」

であり、その「内なるもの」を「オモテ」に「アワラス」行為が「表現」となる。つまり、文化

としての音楽活動は「内と表」の統合的行為であり、これが「音楽する“musicking”」４）という

ことであろう。従って、「音楽とは」単なる音符の再現や楽譜や CDなどではなく、心に中に生ま

れる「音・音楽」に関連する内的ムーブメントである。以下、これらのことをさらに理解するた

めに、活動現場を想像しながら考えてみよう。 
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３）「音楽する“musicking”」こと、そして学習指導要領との関連へ 

「ドレミファ｜ミレド─｜ミファソラ｜ソファミ─｜ドードー・・」この曲は、そう「カエル

の合唱」であるが、読者の方々はどこら辺りで気づいたのか、またなぜ分かったのだろう。 

この曲は、［訳詞：岡本敏明、ドイツ民謡］で原詞にもカエルの鳴き声があり、旋律には音楽的

意味（ロゴス化）が込められ、私たち日本人には馴染みの名曲である（と筆者は思う）。この曲が

皆に親しまれるにはいくつかの理由がある。まず、旋律は同型反復の作曲技法を用い跳躍がなく

歌いやすく、２拍子８小節と曲は短く構成が明確であり、さらに、擬音語（オノマトペ）の使用

により、曲のテーマ・イメージが明瞭であるため共有性に優れ、感性を十分引き出し記銘（脳へ

の記録）がし易く、記憶のシステム上覚えやすくなっている。このように、義務教育の音楽活動

を円滑に進め教育的効果を期待するためには、覚えやすい曲が必要であり、導き手には「記憶（記

銘）」についての最低限の知識は不可欠である。ここで少し触れてみることにする。 

記憶には大別して「意味記憶・エピソード記憶・手続き記憶」があり、下表に示したように、

音楽活動ではこれらすべてが重複しながら関わっている（表１．参照）。 

 

表１ 記憶の種類と内容５） 

記憶の種類 内    容 

意味記憶 さまざまな物事において、「あー、そうか！」と理解した時の「充実感・納得感」に

よる記憶であり、音楽の場合は、「知情意」の統合６）によって得られる。 

エピソード記憶 ある出来事において強い感情が生起した時に得られる記憶で「あの時、あそこで、

あの人(達)と、あの曲を楽しく歌ったな！」などいった記憶である。 

手続き記憶 感情はあまり伴わないが、必要に応じて繰り返し行うことで生じる記憶。 

音楽活動においては「知」の記憶は不可欠であり、また記銘を促進するためには「情的なもの」

が必要であり、さらに表現する際の選択性や質を決めるために「意志的なもの」が必要となる。

つまり、私たちが音楽活動をするためには「知情意」の統合が大きく関わっているのである。 

このことは、改定された学習指導要領の「育成すべき資質・能力の三つの柱（図１）」７）に示

されている。教師は「知織・技能」を獲得し易い授業を 

展開し、子ども達は「その知識・技能」を用いて「何を 

どうするか」思考・判断・表現し、その楽しさ、喜び、 

達成感などをもって「学びに向かう力・人間性等」を育 

んでいく。この「学ぶ喜び」が思春期を乗り越え、社会 

の中で自分を生かす「力」の源になるのである。 

 以上、文化、音楽、言葉、教育について論を進めてき 

たが、ここで［実践例］を紹介し、論を深めていく。    図１．育成すべき資質・能力の３本柱 

 

 

 

◎育成すべき資質・能力の３本柱
何に向かい、どのように社会・世界と 

関わり、よりよく生きるか

何を理解し、 
　　　何をするか

理解していることを、 
何をどうするか

思考力・判断力 
表現力等の育成

知識・技能 
の獲得

学びに向かう力 
人間性等を育む
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３. 事例１：オリジナル曲「ゆき」８）を使用したインクルーシブな音楽活動から考える 

 本事例は、特別支援学級と通常学級に通う二人の少年（小１）と筆者との音楽活動である。音

楽療法という枠組みで実施され、その目標は音楽的成長を第一とはせず、彼らのパーソナリティ

ーの充実に向けられ、音楽の機能は意図的に計画的に用いられている。 

二人の知的能力には差があったが「音楽する“musicking”」ことにおいて、それぞれに変容が

見られた。本来であれば、映像を観ていただくのが最も有効な方法であるが、個人情報の保護・

倫理上の問題が発生する可能性を考慮し、活動の言語化による「エピソード記述法」９）を用いる。 

※なお、本ジャーナルの発行者：坪能由紀子氏の「オンライン・ゼミ」にて、機会をみて開示する予定である。 

 

１） 対象児の情報 

◎ゆー君（映像では先に楽器を演奏する対象児） 

中度の知的障害を伴うダウン症候群、発語は一語文、構音障害あり、身体的な障害はない

が運動は苦手で手の作業は不器用である。性格は明るいが頑固な一面があり、好きなことを

途中で抑制できないなど、感情の抑制に多少の課題がある。その一方で友好的な一面を示し、

マイペースではあるが、遊びには意欲を示す。統合的精神活動として、「知」は中程度だが

「情」は豊かであり「意」は中庸である。統合機能は上々であり、自己主張と協調性の均衡

はほぼ取れている。音楽的能力として、覚えて演奏する力は弱いが自由度は高い。表象機能

は十分にあるが、音楽の構成力は弱い。インプットよりもアウトプット型である。 

 

◎キー君（映像では先にティッシュペーパーを扱う対象児） 

軽度の自閉症スペクトラム障害（以下、ASD）、知的障害・身体運動障害はない、構造化

（見通し）に多少課題あり、感情表出は苦手であり自己感は希薄、自己決定が難しく、表象

概念や質的側面への関心が乏しく、物事に対して事務的に処理対応することが多い。遊びが

成立せず、模倣が開始されつつある段階であり、他者への関心はあるが消極的である。音楽

的能力としては、旋律を覚えて再現など記憶力に関連した活動は大得意だが、「音を音楽に

する」つまり、質的側面や他者との情緒的交流は希薄である。 

２） 音楽活動の「場」の設定と目標、活動の構造 

◎「場」の設定と目標 

活動の日は１月の寒い雪の日、二人は元気にやってきた。これまで、対象児ら（以下、Cl.）

の間には積極的な交流がなく、その実態は同年代の子どもと比較すると、やはり障害が影響し

ていると言わざるを得ない。その日セラピスト(筆者、以下 Th.)は、音楽活動を通して彼ら自

身を解放し、互いを意識し交流することで、障害の質的改善に繋げることを目標とした。 

◎活動の構造 

Th.は「しんしん」ふる雪を見ながら「ゆき」の即興を創案する。「ゆき」の象徴として、テ

イッシュペーパー（以下、TP.）を使用。Th.は歌とピアノ（Pf.）で伴奏・即興演奏をする。対
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象児は Th.のモデリィングを視聴・ 

模倣して、「ゆき」に見立てて TP.を 

ちぎり空中に散らす役と、台の上に 

置いた楽器「エナジーチャイム（以 

下、EC.）ラミラの３音セット」とサ 

ウンドブロック（以下、OT	.）ミソ 
ラシレの５音階：in Gのマイナーペ 

ンタトニック」をマレットで自由に 

ならし即興する役とに分かれて「ゆき」の即興遊びをした。 

３） 活動場面のエピソード記述と、音楽の機能と活動目的の解説（4 分 45 秒） 

活動場面のエピソード記述として、時系列に三者の行動事実だけを言語化し、敢えて解釈説明

などを加えない記述に徹することで、筆者のバイアスを排除し、できる限り客観性を担保するこ

とに努めた。「音楽の機能と活動目的の解説」を別途記述する。 

○略記：ティシュペーパー（TP.）ピアノ（Pf.）エナジーチャイム（EC.）音つみき（OT.）セラピスト（Th.） 

活動場面のエピソード記述（時系列） 音楽の機能と活動目的の解説 

Th.は二人の前で【
!

しんしんしんしん ゆきがふる】とアカペラ

で歌い、TP.を指先で小さくちぎり空中に放つ。その様子を二人は見

ていた。Th.はまずキー君を「TP.ゆき」担当として台の上に立たせ、

ゆー君は楽器が置かれた台の前に座らせた。Th.「じゃー、音楽の準

備ゆー君いいですか」と声をかけると、ゆー君「OK です」と応答。

直後 Th.が Pf．を弾き出すと、ゆー君は直ぐに【EC.でラーラーラー】

その後【OT.でミソラシレー】と即興的な上行の旋律をならす。その

間キー君は、慌てながら TP.を大きくちぎり放ったが、その TP.がゆ

っくり落ちていく様をゆー君は立ち上がりながら目で追い、ゆー君

は Th.のサウンドスケープ（音風景）的音楽の中で楽器（EC.＆OT.）

の自由即興を続け、その後もゆー君はちらほら落ちていく TP.の「ゆ

き」を追視しながら、Th.の演奏する音楽に応答的なフレーズを続け、

Th.が【

!

しんしんしんしん ゆきがふる】とテーマを再現すると、

その拍にしっかり合わせて音楽的に EC.を鳴らした。 

一方、キー君は TP.を事務的にちぎり空中に放ち、時には放り投

げたり、脚で蹴散らしたりした。キー君が放り投げた TP.が偶然美

しく「くるくる」回りながら落ちてきたので、Th.がその様を音で表

現すると、ゆー君はその音楽に触発されてか、EC.を連打した。演奏

を始めて［１分 44 秒］経った時、ゆー君は OT.で【シシレー】と美

しいメロディーを奏でたので、Th.が Pf．で【ララシー】と応答する

←最初に Th.はモデリングで「知

と情」を刺激、情報を提供し、「音

楽する」ことから活動を進めた。 

←各 Cl.の場と役割の明確化 

←各 Cl.のレディネス 10）を促す。 

※レディネス：活動に対する心的準備 

←各 Cl.は反応が早いが雑 

←キー君は TP.を雪に見立てた？ 

←ゆー君は「ゆき」の表象的世界

に入り、自由な表現から音楽的質

が担保されていった。 

←そして、ゆー君は、拍の安定や

音価の一致など、音楽的意味の獲

得が進んだ。 

←キー君は TP.の表象化が面倒に

なり、脚で蹴散らす。だが、キー

君が放った TP.の美しさにゆー君

は魅せられ、演奏の豊かさが増

す。そして、【シシレー】など、音

楽的な動機を演奏し出し、Th.が

「ゆき」詞曲：髙山仁「みんなで音楽」より、音楽之友社 

 

※使用曲楽譜：音楽之友社の許諾を得て掲載８） 
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と、続けてゆー君は【ラララー】Th.【レレレー】と対話的フレーズ

が成立した。［２分 16 秒］で一旦終止を迎えたが、キー君がちぎり

投げた TP.が床の上に白く積もったのを見て、ゆー君「スゲー」と言

った。キー君に立ち台から降りて TP.を拾おうとしたため Th.が「そ

のままで」と声をかけた。するとゆー君は TP.集めを止めなかった

キー君に近づき肩に触って「このまま」と声をかけた。二人の初め

ての交流であった。［2分 25 秒］ここで二人の役割を交代する。 

 二人とも直ぐに位置に着くが、キー君は立ったまま即マレットを

手に取り OT.と EC.を叩き始める。そして Th.が「いいですか？」と

声をかけると、ゆー君だけが「OK」と返答。キー君は夢中で楽器を

叩いていたが Th.の「キー君座って」との声がけで椅子に座った。し

かしキー君は楽器を叩き続けていたため、Th.が「キー君まだまだ一

緒に」と促したが、少し続け【シ】をならしたところで停止した。 

 Th.はゆー君が TP.をちぎって散らすのを待ち、その瞬間に合わせ

て Pf.を弾き始める［2 分 56 秒］。【
!

しんしんしんしん ゆきがふ

る】の【ゆきがふる】辺りでキー君は OT.をならし始め、次のフレー

ズの頭に合わせて【
!

シーシー｜シーシー｜ラシラソ｜ラーーー】

とメロディーを完全に弾き、その直後 Th.の顔をチラッと見た。し

かし、次のフレーズは曖昧なたどたどしい旋律となった。そして次

はテーマをしっかり弾き、その次は途切れ途切れではあったが即興

のような旋律を奏でた。そして［3分 11 秒］辺りからのテーマと即

興は、意図的で音楽的な演奏となった。そして、［4分 05 秒］Th.が

「そろそろ終わりですよ」と伝えると、ゆー君の TP.の落下回数と

速度が増したため、Th.もたたみ掛けるような短く速いパッセージの

旋律を繰り返し終止に向けて演奏した。キー君も応答して短い激し

いフレーズを繰り返し、Pf．が終止する瞬間に【

!

シーシー｜シー

シー｜ラシラソ｜ラーーー】と演奏し、三者の音楽はまとまりを見

せ、余韻を持って終えた【4 分 45 秒】。 

応答すると「相補的呼応＝音楽的

対話」が始まったが、Th.は充実感

が満ちたここで終止させる。 

←キー君の TP.集めの行動の意味

は不明だが、一緒に「やった」と

いう一体感が言語的交流を誘発。 

←役割の理解ができている。 

←キー君には Th.の声は入った

が、「情」の抑制が効かず、最後に

「シ」の音を残した。だがこの

「シ」が次の活動を引き出す。 

←ゆったりしたゆー君の TP.（雪）

に Th.は音楽的意味を付ける。 

←キー君は少々の探り弾きで直

ぐに旋律を再現し、その直後 Th.

を見て社会的参照※を行ない、そ

の後は不明瞭な自由奏を続けた

が、［3分 11 秒］から意志・意図

的な演奏になる。 

←Th.が終止を予告すると、三者

は音楽を共有共感し、協調しなが

ら「終止」に音楽を進めた。ゆー

君の TP.ちぎりは細かく素早くな

り、キー君の演奏は思考・選択的

表現に達し、最後のテーマ奏は終

止としての余韻さえ感じさせた。 

※社会的参照：幼児が行動の是非

を信頼できる大人に仰くこと。 

 

【事例１の考察】 

 知的障害と自閉的傾向という関係性の障害を持つ二人の少年との音楽活動において、三者が共

有すべき情報は「音楽」であることを確認した上で、学習指導要領の「育成すべき三つの資質・

能力の三本柱」と、人間の精神活動「知情意」の統合の観点から考察を行う。 

 活動の最初に Th.がモデリングとして「ゆき」を弾き歌いする中で、二人の Cl.たちには、⑴

音楽のテーマ（雪が降る様子）、⑵曲の主旋律、⑶曲の構成枠（2つの和音の往復）、⑷曲の長さ、

⑸楽器の操作などの情報が提供された。これらは、D・スターンが述べる「主観的自己感」12）を
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獲得するための条件であり、特に⑴音楽のテーマの共有は、「この音楽は雪に関連しているんだ」

という、音楽的意味づけを共有する表象概念を確かなものにするために不可欠であり、また⑶曲

の構成枠は、曲の長さを知り、安定的に自由にリズムやメロディーを即興する際の具体的な「共

通枠」となる。これらは、Cl.たちの創造的な音楽活動を実現するために必要な情報であった。 

結果、ゆー君は⑴音楽のテーマを十分感じたが、キー君はテーマよりも４小節の旋律に関心を

持った。また、ゆー君の「知」には「情（感性）」が伴っていたが、キー君は旋律を正しく再現す

ること、つまり「知」の獲得に終始し「ゆき」そのものを感じることに出遅れ、事務的演奏とな

った。だがセッションが進むにつれ、キー君の音楽は、ゆー君との交流や TP.の「ゆき」への象

徴的表象が発動され「表現」の域に達し、「知と情」は融合し、結果、主旋律から解放され「意」

による自らの音を表現し始めた。終結において三者の「音楽“musicking” 」活動は、高まりと余

韻という音楽的意義を伴い終え、三者には確かに「ゆき」の音が聴こえたのではないだろうか。 

４. 「音楽する“musicking”」におけるペンタトニックの有用性 

１）和声学からみたペンタトニックの有用性 

 音楽理論の側面から、義務教育の音楽活動でのペンタトニックの有用性について考えてみる。

明治時代（1868）以降、日本の音楽事情は大きく変わった。欧州から輸入した音楽（教育）は、

新しい音楽文化として、地球の勢力図と同様に世界を駆け巡った。この事態は、それまで「教会

旋法」など多彩な音楽を育んできた欧州においても、その「貴賓席」を機能的な音階に譲ること

となった。結果、日本においても機能的な音階が音楽の主流として用いられるようになったが、

日本には元来の日本音楽文化はあった。その一例が日本音階（ペンタトニック）であり、ハーモ

ニーを必要としないホモフォニックな音楽であり、そこには、シンプルで覚え易さ故に、詩歌を

詠むような、または対話的な音楽が人々に親しまれていたのである。 

このような文化的背景を持つ私たちであるが、高度成長期以降に音楽大学などで学んだ方々は、

西洋の和声学を履修したことだろう。筆者もその一人である。その当時、なぜこんな面倒な学び

をするのかと思ったものである。しかし、学びを進める中で、和声学の先生が四声体で演奏する

響きに魅せられ、私の耳も美しい響きと気になる響きを聞き分けられるようになっていった。 

しかし一方で、連続５度や８度を多用しながら、音の輪郭とグラデーションが織りなす印象派

の音楽を好んでいた筆者には、「なぜ和声学には禁則があるのか」との疑問があった。そして、調

べてもその疑問への答えはなかなか見つからず、自ら「多分こうかな」との答えを見出した。大

変僭越ではあるが、その一端を述べ、本論で扱うペンタトニックの有用性に繋げたい。 

 そもそも筆者が学んだ和声学は、古典派（バッハやベートーベン等）の音楽を分析し体系化し

た理論であり、四声部合唱で演奏されることを前提としている。従って、歌である以上、各声部

の音域には制限があり、歌いにくい増音程は禁止、さらに四声体のバランスを崩す連続５度８度

などを避けている。また、和音の進行規則や属七和音の構成音である「in C：F・B（英語の音名）」

は主和音の「E・C」に解決する限定進行（一部例外あり）として定められており、そのことを「ド

ミナント・モーション（属七和音の解決）」と言い、この解決には終止に向かう強いエネルギーが
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あることを、実際の響きと共に感じ理解した。あのバッハやベートーベンの揺るぎない古典派の

音楽は、このような原理原則で完成されているのである。一方、印象派の音楽の心地よさは、こ

の古典和声を知った上で、あえて禁則を使うことで斬新な音楽を創作し、そこからくる解放感や

色彩感に筆者は感動したのであった。以上のような体験は、障害を持つ子どもたちとの活動にお

ける筆者自身の音楽を支えている。	
しかし、障害を持つ彼らは、和声学の禁則などは承知していない。しかし、使用する機能和音

による限定進行音「in C：B・F」に違和感を覚え、「音楽する」ことを妨げられることがある。そ

してこのことは、彼らを導きサポートする教員やセラピストなどの大人たちにも同様のことが起

こり、自らを解放し、表現の自由を保障する音楽活動に不利益を及ぼす。従って、限定進行音を

含まない、例えば「in C：C・D・E・G・A（ペンタトニック）」を使用し、エラーフリーが担保さ

れた表現メディアでの質の高い音楽をすることで、「共にある喜び」や自己肯定感、達成感など

を得、人間性の基を築き人格的素養を育てる音楽活動が必要になる。	
 さらに 1つ付け加えると、上記の音楽活動は障害を持つ彼らだけではなく、音楽文化に触れて

間もない子どもたちには必要な教育的環境であり、人間の本質である「個別性と共同性」を育む

ためにも大切な営みである。以下、補足として「個別性と共同性」13）について述べる。	
２）「個別性と共同性」について 

「個別性」は、自己中心性として子どもの「自己感」12）を育む重要な性質である。私たち人間

は、カラダを持つ存在としてこの世に生を受ける。そしてある意味、本能的に自分を持ち続け、

自分の命を守り生き抜く力をもつことになる。それが「自分だけ」という個の感覚であり「個別

性」という。 

一方私たちは、進化の過程において「自分だけ」では生き延びることは難しいということも知

っている。他者と共に生きることが利益を、また喜びや楽しみを生み出すことを体験的に知る。

これが「共同性」であり、この二律背反的な性質が私たちの人格を鍛え育てるのである。 

この「個別性と共同性」の具体的な行為は、子どもたちの遊びの中に顕著に現れ、その様相は

「同型性と相補性」である。同型性は「模倣や真似」など、同じフォームをとることであり、「真

似る」が「学ぶ」を導くことに通じている。この同型性が満たされると次の段階として、自分と

他者の分化が起こり「相補性」が登場してくる。「相補」とは「互いに補い合うこと、助け合うこ

と」であるが、この具体的行動は、子どもが大人になっていく過程において不可欠な要素であり、

本来の音楽にはこういった「やりとり」の構造があった。例えば、わらべ唄の掛け合いがそれで

ある。しかし、残念ながら現代ではそういった「遊び的な音楽活動」は薄れ、「皆が揃うこと、１

つになること」などに傾いている。ここに発達上、大きな問題がある。そして、この傾向は通常

の義務教育においても強まっており、筆者はその事態を重く受け止めている。 

５. 音・形態・心を表象するオノマトペの機能、−“human being”のために− 

１）超重症児との音楽活動事例から考える 

『

!

あわ雪 こな雪 ぼたん雪 山にも 町にも ふりつづく  
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しんしん しんしん 雪のように みんなの心に ふりつもる』 

上記の詞は、筆者のオリジナル曲「ゆきのように」８）であり、超重症児の雪さん（仮名：小学

部２年）との音楽活動のために作った曲である。雪さんは誕生直後から病院に入院し、以来ナー

スステーション隣りの病室のベッド上が雪さんの世界であった。 

雪さんとは、病院に隣接する支援学校から授業（音楽活動）を依頼された際の出会いであった。

雪さんは、人工呼吸器を装着し声や視力を失い手足も動かず、聴覚は使えるかどうか不明、反応

はパルスオキシメーターの心拍数と Spo2（血中酸素濃度）の数値のみであった。「何をどうしよ

うか」筆者は途方に暮れたが、雪さんもひとりの人間であり、人間性の宿っている存在であるこ

とを信じるしかなかった。そして「育成すべき資質・能力の三本柱」の「知」の提供は、触覚・

嗅覚、そして不確実な聴覚を用いて雪さんの内面、つまり「心の中の宇宙」14）に呼びかけ、意識

が目覚めてくれることを期待して音楽活動を開始した。 

主な授業プランは「ハローソング」や「ゆきのように」を歌い、「知情意」の情報と記憶の統合

に繰り返し働きかけた。具体的には［歌うことで曲の全体像や雰囲気を感じてもらう→次に、お

母さんの子守唄のように、右手に「トントン」とビートを送りながら歌う→次のタッチングは、

左右交互とし、自分の身体の幅を感じ、身体的自己感を引き出すことで、関わりの構造化を目指

す→その後、時々、タッチングや歌を中断し、音楽の流れを堰き止め構造化を崩すことでストレ

スを故意に生起させ、雪さんの意識が上がってくるのを期待しながら再び歌う］を繰り返した。

するとある日、「歌い始めると心拍が上昇し、しばらくすると低下、再演するとまた上昇する」よ

うになったのである。この心拍数の変化は［筆者の歌声が届いていることと、関わりの構造化が

少し出来つつあること］の証明となった。つまり、雪さんは外（他者）から自分に向けられた情

報に気づき始めたのであり、雪さんの意識は、硬い障壁を破って「この世界」で始動し始めたこ

とになる。ここで、雪さんは「音楽の何を」意識したのか、音か、リズム、メロディー、ハーモ

ニーか、または「擬音語：しんしん」かと、活動の質を上げるための新たな課題が生じてきた。 

以上のことを理解するために、乳幼児の音楽的発達が［リズム・メロディー・ハーモニー］の

順で発達することを確認し、その発達には発語が大きく関連していることを検討する。 

２）乳幼児の発語と音楽的発達について 

 乳幼児の「声」は一般的に「クーイング・バブリング（喃語）・反復喃語」の順に発達し（下表

参照）、２歳頃には主語述語などの基本的言語システムが整い、その後は会話の中で語彙を増や

していく。 

表２ 乳幼児の「声」の発達 15） 

「声」の発達 月 齢 その実態 対 象 

⒜クーイング 生後２ヵ月〜 母音的で Cooという音声 他者を意識せず声を出すのが面白い 

⒝バブリング・喃語 生後４ヵ月〜 口唇を使い子音を含む「マ・

パ・バ」などの単音から開始 

未熟であるが他者を意識している時

があるが、不確実である。 

⒞音楽的反復喃語 生後６ヵ月〜 「パーパー」など同じ音声 未熟であるが自分の音声で自己を意
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将来歌に発展か？ を２回反復する声 識している ※オノマトペへ発展？ 

⒟言語的反復喃語 

将来言葉に発展？ 

生後６ヵ月〜 「マンマ・パッパ」など口の

開閉を伴う反復的音声 

未熟であるが他者が応答することで

他者が意識されていく 

⒜クーイングは、単に声帯を起動させ「声」を出しており、大人などが顔を近づけ口を尖らして 

「クー」と応えると、その音というよりも形態模倣として応答的発声をすることがある。 

⒝バブリングは、乳幼児が出していた「A（ア）ー」を中心とした母音発声に、「m・p・f・b・w」 

などの子音が伴う発声に発達したものと言われている。乳幼児がバブリングを行なっている時、

親しい大人が向き合い「応答」すると、あたかも「相互交流」が起こっているかのような状態

が生起するが、他者が意識されつつある行動と考えられる。 

⒞音楽的反復喃語、⒟言語的反復喃語は、双方とも反復喃語であるが、前者と後者には違いがあ

る。⒟言語的反復喃語は、例えば「パッパ」のように１つのまとまった単語的な意味合いを持

ち、言語の前段階と考えられる。一方⒞音楽的反復喃語は、「パーパー」のように、「パー」と

いう１つの音声を意図的（表現的）に２回繰り返した「音声遊び」的な要素を含んでいる。従

って、音楽的反復喃語は「音楽表現」の萌芽としての意味を持つ。 

このように、乳幼児の発語過程を辿ると、「声」が言語的媒体と音楽的表現媒体の２系列に発

達することが分かる。さらに、発語や表現媒体の獲得において「反復喃語」が大きな役割を果た

しており、さらに 5 つの子音によって成りたる反復言語は、言語の発達の中で大きな意味を持つ

「オノマトペ」に重なりを持つのではないか。 

３）オノマトペ、−「ゆき」の音を聴くために− 

近年、言語の本質としてオノマトペが注目されているが 16）、ここでは日本語におけるオノマト

ペ研究の一端を取り上げながら本論の主題に迫りたい。 

日本の研究者たちは「オノマトペ」を 3つのカテゴリーに分類している。⒜擬音語は「メーメ

ー、カチカチ」のような声や音に関する擬語、⒝擬態語は「ドタバタ、トゲトゲ」のような物事

の形態や動作に関する擬語、⒞擬情語は「ドキドキ、モヤモヤ」など、気持ちのあり様に関する

擬語である。では、本論で用いた筆者の曲「ゆき」「ゆきのように」で歌われる「しんしん」はど

うか。雪がふる音であれば擬音語であるが、雪には音がない。そうなると雪がふる様を表した擬

態語か、それとも雪がふる寒々しい世界を感じている人の心のあり様を表す擬情音か。考えてみ

るとこれは結構難問である。ただ、確かなことは「ゆきのように」の歌詞『しんしんしんしん 雪

のように みんなの心に ふりつもる』では、「雪さんのことが、しずかにゆっくりとみんなの心

の中に覚えられていくよ」と歌われている。そうなると、この「しんしん」は擬態語と擬情語の

混合として、オノマトペでしか表わせない表現であり、あたかも「その人」には「ゆき」の音が

聴こえているかのようなである。そして、この感覚は必死で生きようとしている雪さんとともに

「その場」を共有した人の中に生まれる感覚かもしれない。 

言葉も音楽も、元来は記録し残すための「モノ」ではなく、「その場で、そのこと」を共有し、

互いに共感しながら相互の意思の交流を実現するためにあるのではないか。そのような体験をし

た多くの人々には、きっと「雪の音」が聴こえるのではないだろうか。つまり、ここでも「個別
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性と共同性」という人間の性質が発揮され、そこに“human being”、つまり人間としての「性」

を持つ存在が再生されるように思う。 

６. 「音楽すること、遊ぶこと」、そしてペンタトニックの有用性 

 「音楽をする」の英訳は“play music”であり、音楽は“play（遊ぶ）”ことである。私たち大

人はそのことを忘れ、時に指導や学びの対象にしてしまうことがある。そのことを踏まえ、「子

どもは遊びで育つ」という周知の事実のもとに、「遊ぶこと」が「音楽すること」とどう関連し、

そこに、ペンタトニックという音素材がどのように有用かを検討する。 

 亀井は「遊びの人類学」17）の中で「遊びの 3 つの条件」を示している。⑴自由であること、⑵

何らかの規則があること、⑶無報酬で遂行されることとある。まず「自由性」について、遊びは

強要されてするものではなく、自ら好んで遊び、遊び込み、しくじっても直ぐ工夫し自ら立ち直

り、他人のせいにはしないという本質を押さえておきたい。次に「規則」に関しては、４歳児以

降のルールのある遊び、例えば「かくれんぼ」のような単純なものから、「わらべ唄遊び」のよう

な、簡易な旋律やリズム、また仕草などの共通枠が設定されているものもあり、その枠の中でテ

ーマを共有し、共感を持って選択し表現する。そして「報酬」について、確かにご褒美のような

ものはないが、当人が「楽しい、面白い、もっとやりたい」と思うこと、つまり自分の意志で「遊

ぶこと」自体が報酬なのである。その傍らで私たち大人は、子どもたちの遊びを見守り、時には

仲間に入れてもらい、何らかの事情で遊べない子どもには、ちょっとした遊びを提案し、「間主

観性」12）を担保しながらともに遊ぶ。これが、“play”する音楽“musicking”である。 

 また島田は同書 17）において、サルと人間の遊びの違いに言及している。サルの遊びは「一対

一」であるのに対して、人間は「個、個対個、個対集団、集団対集団」とさまざまな形態で遊ぶ

ことができる。サルの遊びを観察すると「じゃれ合い遊び」など「カラダ」を使うか、枝などの

「モノ」を介した遊びが主体であり、触ったり持ったりできる具体物が対象であるため「一対一」

の状況になる。しかし人間の場合は、遊びに参加する者たちが共通の枠や情報を持てば、集団で

もあるいは集団対抗でも遊ぶことができる。そして、その枠や情報は「ルール」であったり「音

楽」であったりする。つまり、ルールにしても音楽にしても「概念」なのである。だがこの「概

念」が複雑であったり、理解しにくい場合、遊びに必要な自由性や開放感は薄れ、楽しさや面白

さも失い、プレッシャーやストレスを感じ、結果、遊ぶことを止めることになる。 

一方、幼い子どもや障害を持つ方々の場合は、その概念（決め事）を「活動枠」と考えること

ができる。例えば「この画用紙の中であればどのように描いてもいいよ」と自由を保証したり、

「このパルスにおさまるリズム遊びをしようとか、この音列やこの楽器だったら自由にメロディ

ーを作ってもいいよ」と音楽で遊んだりと、活動枠（決め事）を調整することができる。 

 以上のように、「遊びの 3 つの条件」は、対象者によって配慮されるべきであり、音楽が自己

の表現である以上、自己の「内面」を表に現す行為に規制を与えることは避けなければならない。

その意味で、ペンタトニックの５音階は、調性音楽の限定進行から解放され、さらに反復喃語の

「5 つの子音」のように扱いやすく、プレッシャーのないエラーフリーな表現を可能にする。本
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論の［事例１］においては［inG：マイナーペンタトニック（E・G・A・B・D）］を使用してい

るが、三者は「間主観的」12）な音楽活動を経験し、次第に「音楽する人」になっていった。ここ

に、豊かな人格を育成する音楽活動の意義があると筆者は考えている。 

７. 終わりに  

 本誌の目的「音楽の授業づくり」というテーマから、本論は多少逸脱しているように思われる。

しかし、公的義務教育における音楽教育は「音楽を愛好する人々を育てる」ことを目標にしてい

ると理解している筆者は、「今」の公教育における音楽活動にいささか疑問を持っている。 

その疑問とは、音楽教育の一本化である。そもそも、音楽家を育てることを目的とした専門教

育と、豊かな人間性 human を育てるための手段としての音楽教育は、分けられるべきであろう。

特に思春期頃までの公教育においては、常に研鑽することを求め、評価しながら教えるライバリ

ズムの音楽教育は、元来の音楽の機能から乖離しているように思われる。言葉は「知」としてそ

の内容を伝えるメディアであるが、音楽には「情」や、個の表現を可能にする「意」が含まれて

いる。ゆえに、言葉と音楽は二系統の表現媒体として人間の進化の中で生き残り発展してきた。

しかし現代の「この世界」はどうだろう。言葉で傷つけ合い、音楽はモノ化し、人と人の関係性

に問題を持つ方が増えている。この状況にあって、音楽教育にできることは「音楽」という人間

に与えられた恵みについて、もう一度考えてみることではないか。 

そこで、本論の結語として提案したいことは、「ゆきの音が聴こえる」豊かな感性を持つ人々、

雪さんのことを「ふりつもる雪」として迎い入れることができる人々、音楽でみんなと遊べる人々、

音楽を精神の中で鑑賞できる人々、そして、音楽を人生の友として大切にする人々、そんな人々

を沢山たくさん送り出すことであり、それが義務教育における音楽の授業の使命ではないだろう

か。「すべての人々に音楽を・・・」、そこから始めたい。 
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 お知らせ  

オンライン・ガレージ・ゼミ  https://www.icme.jp 

 以前は，渋谷区幡ヶ谷のガレージ・スタジオで行われていたが，コロナ禍の後は１ヶ月に１回

程度 Online で行われている。ある意味不便ではあるが，遠くにお住まいの人たちにも参加して

もらえるので，広がりのあるゼミとなってきている。 

内容の詳細や参加方法などは当会ウェブサイトまで。 

International Journal of Creativity in Music Education 
https://www.icme.jp/en/jcme/ 

 当研究会で発行している英語のジャーナルである。年１回程度の発行で，国内外からの，また

音楽教育以外の分野からも多くの投稿がある。現在 vol.8 から J-Stage で公開しているが，アメ

リカ，ドイツ，イギリス，フランス，中国，韓国など，50 数カ国から，2千数百のアクセスがあ

る。 
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